


　新年度が始まった2019年4月1日は次の元号が発表されたことから、新元号にまつわるニュー
スが世の中に溢れかえっていた。典拠となった万葉集への注目度が高まり、日頃聞きなれない
「国書」という言葉も各所で飛び交う。自身が百人一首に熱中した中学時代、古文の表現力に引
き込まれたことを思い起こせば、歴史由来の日本文化の魅力を多様な世代が知り、これを後世
に伝え続けるきっかけとなることは素直に歓迎すべきであろう。
　ただ、このガラパゴス的なツールをめぐる日本中の歓喜の一方、グローバル化が進行する日
本社会の現実に対する目は逸らされているように思えてならない。新元号発表のこの日は、外
国人労働者の受け入れを拡大する改正法が施行され、法務省に入国管理庁が発足した。外国に
ルーツを持つ人々の文化を理解し、共に暮らしていく方策を探っていくことも、新たな時代の
始まりとともにまず私たちが取り組むべきテーマであることを肝に銘じたい。
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（谷本有美子）

巻頭言
　2020年東京オリンピック･パラリンピック、2025年大阪万博と、明るい未来を思わ

せるニュースがある一方で、国民の4分の1が75歳以上となる「2025年問題」が懸念

されている。2025年の推定社会保障費は149兆円、現在の国家予算300兆円のおよそ

半分に当たる。国家予算一般会計100兆円規模の歳入の35%程度を国債等の借金での

埋め合わせという、極めて不安定な綱渡り国家経営が行われている。

　つまり、非生産年齢人口の増加と生産年齢人口の減少、経済の停滞による企業活動

の減退などにより、国家は借金地獄、大半の国民は節約を強いられる生活が恒常化し

ている。この打開一策として登場したのが、国民による協働型地域づくりである。こ

の打開一策は、国家が二進も三進もいかない状況下で、市民同士が健全に安心して暮

らすことができる地域社会を再構築・創生していく行動から生まれた「身の回りから

の地域社会づくり」、つまり市民の実践的な地域社会活動が、国家政策として全国展開

されたものといえる。

　なかでも、「人生100年時代」の到来を見越して、社会保障制度を維持していくため

に「地域共生社会」の実現に向け「制度･分野の『縦割り』や「支え手」「受け手」と

いう関係を超えて、地域住民や地域の多様な主体が『我が事』として参画し、人と人、

人と資源が世代や分野を超えて『丸ごと』つながることで、住民一人ひとりの暮らし

と生きがい、地域をともに創っていく社会」を当面の目標とした改革では、国民の豊

かで幸せな未来の構築のためには、「補完性原則」である自助―互助―共助―公助とい

う支援体制が重要であることを示している。

　まず、求められるのは自助努力で、これに家族、隣人などが手を差し伸べるインフォー

マルな援助の互助で暮らしの維持、問題解決を図る。自助・互助でカバーしきれなかっ

た場合に、地域のシステム化された自治組織が共助として支援する。それでも解決し

ない場合は「政府」が公助として支援することになる。この公助を住民にもっとも身

近な基礎自治体が担うことができるように「近接性の原理」に基づく行政の権限・事

務の移譲が行われている。これらは「予測不可能」であることを未来設定の根拠・基

準としているので、改革の目標、達成すべき数値が曖昧かつ不確定になり、具体的な

手段を示すこともできない事態に陥っている。

　日本では、長きに渡って、目標到達よりも明るい未来を提示する「未来志向の政策

提言」が為されてきたため、政策が抽象的でも国民は受入れ、さらに過剰期待を持って

政策を見ていくという受動的な態度を続けて来たという事実がある。

　この現実を踏まえるならば、地域共生社会を構築するためには、住民が自助・互助

で解決できない状況を支援し、問題解決を図る地域住民組織の共助能力を高め、具体

的な目標のもとに行動をしていくことである。そして、地方行政を運営する自治体職

員及び関係者は、共助の効果を高めるために役立つ公助としての支援行動をすること

が、「予測不可能な時代」に必要だと考える。
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2019 年 2 月 23 日藤沢商工会館ミナパークにおいて「首都圏大規模地震のリスクと女性のため

の防災対策」をテーマに 2018 年度神奈川県地方自治研究センターまちづくり研究会公開セミナー

が開催され、神奈川大学経済学部教授で神奈川自治研センター理事の佐藤孝治氏より「熊本地震・

大阪北部地震から学ぶこと―首都圏に迫るリスクと災害弱者への対応―」と題して講演をいただい

た。以下は、当日の講演記録に佐藤氏が加筆・修正したものである。 

 
 

１．はじめに 

 
 ご紹介いただきました神奈川大学経済学部の

佐藤でございます。私が防災の問題に最初に取

り組んだのは、24 年前の阪神・淡路大震災の

ときに、当時の旧郵政省から震災の前後で神戸

における通勤状態がどう変わったかということ

を調査してほしいという依頼をされたのが始ま

りです。 

東日本大震災が 8年前に発生してから、神奈

川大学では大規模災害対策研究プロジェクトで

調査を続けてきました。三陸沿岸については 8

年間で三十数回、特に岩手県と宮城県の気仙沼

までの間のリアス式海岸の地域の調査をしてき

ました。 

2016 年に熊本地震が発生してから、工学部

と一緒に熊本現地で調査をしてきました。その

過程で感じたことが、東日本大震災の被災地も

当然重要な問題を提起していますが、熊本地震

の被災地や災害弱者の置かれた状況を考えてい

くと、大都市圏の災害を考えるときに関連性が

とても大きいということを感じ始めました。昨

年 6月には大阪北部地震が発生しましたが、こ

の二つの地震から考えると、首都圏というのは、

熊本地震から学ぶことがたくさんあるのではな

いかと考えています。 

災害弱者の問題を考える上で、第 2 部でご

講演される聖路加国際大の五十嵐先生に女性の

視点からの防災について話していただきたいと

お願いすることにしました。この問題は男性が

問題提起をしてもなかなか通じない部分があり

ますので、自治研センターとも長い期間話し合

ってきて実現したのが今回の講演会です。 

私の話は総論的な話で、五十嵐先生の話が各

論としての女性の防災についての具体的な話と

ご理解していただければと思います。 

 

２．熊本の連鎖地震の特徴と性格 

 
（1）熊本地震の特徴と性格 

熊本の連鎖地震の特徴と性格ということで、

日奈久断層帯と布田川断層帯という二つの断層

2018 年度神奈川県地方自治研究センターまちづくり研究会公開セミナー（2019 年 2 月 23 日） 

 

熊本地震・大阪北部地震から学ぶこと 

―首都圏に迫るリスクと災害弱者への対応― 

 

神奈川大学経済学部教授／（公社）神奈川県地方自治研究センター理事 佐藤 孝治
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がわるとこࢁで前震と本震が起こって、⏒大

な被害をもたらしたということですが、布田川

断層帯というのは、୰学ᰯや㧗ᰯで⩦った୰ኸ

ᵓ㐀⥺断層帯の一␒すのはࡎれにヱ当する部分

ではないかと考えられています。 

神奈川大学の調査で、本学工学部と首都大学

東ிの先生たちと最初に熊本にධったときに、

工学⣔の先生たちは┈城⏫࿘㎶で調査を始めた

いとゝわれたのですが、私はまࡎỈಛ市に⾜か

てくれとお願いしました。Ỉಛ‴ᇙ❧地の᭷ࡏ

ᶵỈ㖟をᇙめ❧てたᗈ大なࢥ࢚パークỈಛが熊

本地震でどうなったのかがとてもᚰ㓄だったの

ですが、┠❧った被害もなくᏳᚰしました。 
熊本地震の被害というのは、4 月 14 日の前

震によるものもありますが、28 時間後の 16 日

῝ኪに発生した本震が⏒大な被害をもたらした。

震度 7 が┈城⏫でしたが、震度 6 弱以上にな

ると熊本県のኳⲡもྵめたᗈ⠊な地域だけでな

く、大分県ูᗓ市や⏤布市などもධるのです。

震度 5 ᙉの地域はᕞ域やᅄ国のឡ県も

ධります。 
そういうពで、私は熊本地震というྡ⛠が

㠀ᖖに間㐪っているのではないかと考えていま

す。本᮶であれば、ᕞ୰部地震とぶきᗈ

域地震だったのに、熊本に㝈ᐃした地震だった

としているのはなࡐかというと、東日本大震災

だけでなく、さらにᗈ域地震が起こったという

ことで国の㈈※の大規模なᢞධをしたくないと

いうព㆑がはっきりྡ⛠に⾲れていると考えて

います。 
連鎖地震の特徴ということで、県ேཱྀの 8 

を㉸える 148 ேが震度 6 弱を経㦂して、㑊

㞴者はࣆーク時 18  3,800 ேᙉあったとゝわ

れているのですが、この㑊㞴者数というのは正

☜な数Ꮠではない。これは自治体のᣦᐃした㑊

㞴ᡤにධったே数だけであり、公ᅬのテントや

㌴の୰にいた方、あるいは㎰ᐙでࢽࣅーࣝ࢘ࣁ

スの୰で㑊㞴生άを㏦っていたேたちはධって

いないのです。ᣦᐃ㑊㞴ᡤ以እのሙᡤで㑊㞴生

άをしていたேࠎの数を考えますと、熊本地震

の㑊㞴者というのは、⣙ 50 ே㏆くが㑊㞴生

άをしていた。⣙ 182 ேの熊本県ேཱྀの⣙

28㸣が㑊㞴生άをしていたというのが実態だ

った。 
ḟに、㑊㞴ᡤとしてᐃされていた体⫱館な

どの⪏震性に問題があったために、↷᫂ჾ具な

どがⴠ下する➼の事ᨾが発生してఫẸをཷけධ

れることができなかった。本᮶、自治体がᣦᐃ

した㑊㞴ᡤがᶵ⬟に㝗ったというとこࢁに

大きな問題がありました。 
⣙ 18 ேの県Ẹが㑊㞴ᡤにධったとゝって

も、㑊㞴ᡤとしてえなかった公ඹタなどの

ᣦᐃ㑊㞴ᡤが㠀ᖖにከかったということが熊本

地震の二つめの特徴です。㑊㞴者数は大体 4
月後༙にはᛴ⃭にῶり始めたが、5 月༙ばでも

1 ேᙉのேࠎがᣦᐃ㑊㞴ᡤの୰にいるという

状況が続いていました。 
⾜政による㑊㞴者の実態ᢕᥱというのは十

分でした。実態としては、ᣦᐃ㑊㞴ᡤにධった

ேࠎを大ᖜに上回る 50 ே㏆くの㑊㞴者数が

あったことをきちんとᢲさえておくᚲ要があり

ます。2004 年᪂₲県୰㉺地震でもྠᵝの問題

が発生しましたが、首都┤下地震をᐃすると、

東ி 23 ༊、ᶓ市、川ᓮ市などの首都圏の都

市では㌴୰Ἡや公ᅬにテントをᙇって㑊㞴生ά

をするというのは≀理的にྍ⬟だと思います。

そういうពで、熊本の㑊㞴スタࣝを首都圏

でᐃするのは㠀現実的であると考えておりま

す。 
三つめに、2017 年ᮎのẁ㝵で、熊本地震の

Ṛ者が 247 ேでしたが、┤᥋Ṛが 55 ே、震災

関連Ṛが 4 ಸの 192 ேであったことが熊本地

震のもう一つの特徴だࢁうと思います。 
ᅄつめに、震度 1 以上の᭷感地震が 4 ༓回

を✺◚、震度 4 以上だけでもⓒ回以上あった

ということで、㠀ᖖにしつこいᦂれが続いた地

震であったということも特徴にධると思います。 
五つめに、地┙にえた被害が⏒大で、ᾮ状
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やᩳ㠃ᔂቯなどが㠀ᖖにከかったということ

も特徴としてあࡆられます。㜿⸽大ᶫがᔂቯし

たᫎീは、テࣞࣅや᪂⪺などでごぴになったこ

とがあると思いますが、டなどの༴㝤地域と

ᣦᐃされたሙᡤが⣙ 2,700 ࣨᡤありました。そ

の༙分の 1,233 ࣨᡤが┈城⏫に㞟୰しています。 
震※地であった┈城⏫の地┙がどれくらい⬤

弱であったかということは㠀ᖖによくわかりま

す。ただ、┈城⏫のሙ合も神戸とྠじで、断層

のࡎれたとこࢁからᑡしእれるとほとんどᘓ≀

に被害がありまࡏんでした。そういうពでは、

地┙が弱い地域でά断層が通っているとこࢁで

は㞟୰的に被害がฟていたことがわかります。 
熊本地震でᾮ状が発生した地域というのは、

┈城⏫から熊本市ෆ、㜿⸽ᒣࣛࢹࣝ࢝のእഃと

ෆഃに㞟୰しています。 
 
（2）Ṕྐ地震と࡚ࡋの熊本地震 

ḟに、Ṕྐ地震としての熊本地震の特徴を考

えていきたいと思います。熊本には大地震は᮶

ないという思い㎸ࡳが㠀ᖖにᙉかったと思いま

す。熊本県▱事のⵦᓥさんというのは、┿㠃┠

な学者だと思っていますが、そのⵦᓥさんまで

も熊本には地震が᮶ないとゝっていたというの

はどういうことだࢁうと、熊本地震が起こった

後に思いました。熊本県の࣍ー࣒࣌ージをぢる

と、ᴗㄏ⮴のうたいᩥྃにも、地震がないか

らࡦࡐ熊本に᮶てください、ということが᭩い

てありました。 
本題と関ಀありまࡏんが、1 月ᮎに本学ᘓ⠏

学⛉の先生たちとタのὥỈ被災地とࣂンࢥク

࿘㎶のス࣒ࣛ⾤の調査に⾜ってきました。8 年

前の本田ᢏ研工ᴗの自ື㌴工ሙなどが数ࣨ月間

Ỉの୰にධっていたというのをご記᠈ある方も

いると思いますが、災害のない地域だというこ

とで工ᴗᅋ地をどんどんసって、日本などのእ

㈨⣔ᴗをㄏ⮴した。 
タというのは、㧗పᕪがほとんどࣝࢹンࢥ࣓

ないので、ὥỈが発生するとỈが⡆༢にはᘬか

ない。タ政ᗓや地ඖの県によるᴗㄏ⮴とい

うのは災害がないᏳな地域で、ྎ㢼はࣇリ

ンでໃຊが⾶㏥するので問題ないということࣆ

でㄏ⮴を⾜ってきたが、࣓ࢥンࣝࢹタの上で大

規模なὥỈが発生したら手もつけられない状態

になったということでした。熊本地震とタの

ὥỈにくわれた地域にはྠじような㠃があるの

ではないかと感じました。 
熊本には防災ព㆑がなかったのかとゝったら

そんなことはない。熊本の防災ព㆑はỈ害やྎ

㢼に対してであり、地震に対する㆙ᡄ感があま

りなかった。その点で、熊本は 24 年前の阪

神・淡路大震災のときの神戸市などと㢮ఝして

いると考えています。 
自分たちの地域にはỈ害は起こるが、地震や

ⅆ災は起こらないという前提に❧っていた、つ

まり地震災害をᐃእにしていたのではないか

といういをᣢっています。とこࢁが、Ṕྐ㈨

ᩱをㄞࡳ解くと、熊本では、過ཤいくつもの大

地震が発生していたことがわかります。 
ࠗ日本被害地震総ぴ࠘㸦東ி大学ฟ∧会㸧と

いう、599 年から 2012 年までの記録にṧった

地震をᢅった本を⢭査してぢると、熊本県、ྂ

くは⫧後国ではከくの地震が発生していたこと

がよくわかりました。2011 年に発生した M4.5
の地震までྵめて、Ụ戸時௦初期の 1619 年か

ら記録にṧる地震が 23 回発生していた。その

前は 870 年まで記録がありまࡏん。 
Ṕྐ地震のᑓ㛛ᐙである都ྖᐉ先生ともお

話ししたのですが、ᜍらく 870 年から 1619 年

までの間にྠじようなパターンで地震が起こっ

ていたのに、ྂᩥ᭩がᗄከのὥỈでὶされた、

あるいはᡓ国時௦のᡓで↝ኻしたのだࢁうと

思われます。2011 年までに、19 ୡ⣖は᥎ィで

しかないのですが、マࣗࢳࢽࢢーࢻ 6 以上の

地震が 9 回起こっています。 
熊本城もỤ戸時௦初期、ᖥᮎの時௦、᫂治時

௦にも大きな被害をఱ度かཷけています。だか

ら、これらの記録からも熊本には地震がないと
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いうゝい方をしていたというのは事実にする

ものであると考えます。Ụ戸時௦の┤前と初期

に起こった大きな地震として、୰ኸᵓ㐀⥺断層

帯の上で 1596 年に長అぢ地震、長㇏後地

震、長ఀண地震という M7 ⣭の大地震が 4
日間の間にḟࠎに発生しました。そして、その

10 年後に長の༡海トࣛࣇ地震、さらにその

6 年後に長三陸地震、長年間の東日本大震

災が発生しました。 
ですから、2016 年の熊本の連鎖地震をどの

ように置づけるのかという点で、やはりこの

୰ኸᵓ㐀⥺断層帯のືきの୰で起こっているの

ではないかという問を㝖することはできな

いのではないかと考えています。⣙ 400 年前

に連続して地震の起こった断層帯の࿘㎶でཎ発

の✌ാをしたのがឡ県のఀ方ཎ発です。 
୰ኸᵓ㐀⥺断層帯から 10 数 km 程しか㞳れ

ていないとこࢁにఀ方ཎ発が❧地しています。

そういうពでは㠀ᖖに༴ないุ断をしている

という༳㇟をᣢっています。 
連鎖地震というのは、今回が初めてなのかと

いう点で、気㇟ᗇの地震ண▱ሗㄢ長が二度┠

が大きくなる地震は今回が初めてという発ゝを

されたのですが、このことは᫂治初めに気㇟ᗇ

ができて以᮶初めてというពでしかない。Ṕ

ྐ上なかったわけではない。先ほどご紹介した

ࠗ日本被害地震総ぴ࠘の୰に、1683 年 6 月に

発生した日ග地震というのが二度続けて大きな

地震が発生したけれども、二度┠の地震が大き

かったという記録がきちんとṧっています。 
地⌫がㄌ生してఱ十൨年も過ࡂているのです

から、気㇟ᗇの前㌟ができてからの⣙ 150 年

間という時間は、地⌫のṔྐから考えてもᚤࠎ

たるものです。過ཤに記録がṧっていなくても

それ以እに連鎖地震が起こっているྍ⬟性は十

分にあります。 
それから、私たちも関ᚰの῝い 1923 年 9 月

の関東大震災についても㆟論があります。関東

大震災では三度ᙉい地震がほ されたのですが、

二度┠の地震は震※域が┦模‴のዟ῝くから東

ி‴北部にືいたのではないかというぢ方をす

る地震学者もいます。その論தにはまだỴ╔が

ついていまࡏん。連鎖地震はᚲࡎしもᐃእと

はゝえないというぢ方のほうが正しいのではな

いかと考えています。㸦ࠗ自治研かながわ月

ሗ࠘2017 年 2 月ྕもཧ↷㸧 
 
㸱．連鎖地震ࡽぢࡓࡁ࡚࠼ㄢ㢟 

 
（1）地震㜵⅏ᑐ⟇と自治యのᙺ 

第一に、地震防災対策と自治体のᙺという

ことで、阪神・淡路大震災や東日本大震災とྠ

ᵝに、Ṛ者の 6 が 65 ṓ以上の㧗㱋者だった

ことから考えてࡳたいと思います。熊本におけ

る≛≅者のே数はᑡなかったのですが、熊本と

ྠじような地震が首都圏で起こったሙ合にどう

かと考えると、㧗㱋者の≛≅が大ᖜにቑえてく

るྍ⬟性が大きいと思います。 
㧗㱋者などの災害弱者にどう対応していくの

かということを、ᬑẁから᳨ウしていくことが

問われると考えています。もう一つは、本震は

先ほど⏦し上ࡆた阪神・淡路大震災とྠじ

M7.3 の地震規模だったのですが、┤᥋的な≛

≅者が 50 ேにとどまったのは、熊本日日᪂⪺

では、ⅆ災の発生がᢚえられたことやఫẸྠኈ

のඹຓ⢭神などがᙳ㡪したということをㄝ᫂し

ていました。 
しかし、ேཱྀᐦ度も大きく関ಀしているので

はないかと考えて、ᶓ市と熊本市をẚ㍑して

ました。熊本はࡳ 1 ෆに 1,900 ே、ᶓは

ほࡰ 1 ே、つまり熊本市の⣙ 5.2 ಸのேཱྀが

ఫんでいます。そうすると、地震の被害という

点では、༢⣧に≛≅者数�5 というᙧにならࡎ、

㣕㌍的に≛≅者がቑえてくるྍ⬟性があるわけ

です。 
しかも、今回の熊本地震で地震から 3 か月

間に 3 回現地にධったのですが、熊本市ෆと

いえどもまだ田ᅬ㢼ᬒのṧっているとこࢁがከ
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くあります。そういうពでは、ᶓとはᑡし

㐪う。ᶓで田ᅬ㢼ᬒがṧっているのは戸ሯ࿘

㎶などにᑡしあるくらいで、ṧりの地域では都

市とேཱྀ㞟୰が㐍んでいるのはごᏑじの通り

です。大規模災害の≛≅者数を考えるとき、ே

ཱྀ規模やேཱྀᐦ度が㐪うと被害は㣕㌍的にቑえ

るྍ⬟性が大きいと考えています。 
それから、本᮶㑊㞴ᡤとなるはࡎの市ᙺᡤ、

⏫ᙺሙ、体⫱館、学ᰯなどの公ඹタがከ数被

災した。⪏震性のない公ඹタがከくあったの

で、⤖ᯝとしてᣦᐃ㑊㞴ᡤがえࡎ、㑊㞴ᡤに

⾜けないで取りṧされるከくの㧗㱋者や㞀がい

者を生ࡳฟしてしまったということがあります。 
公ඹタやᣦᐃ㑊㞴ᡤなどの⪏震性の点᳨・

ᙉやᘓ᭰えのಁ㐍というのは、神奈川県下の

市⏫ᮧにとってもྠじように┤㠃する問題であ

ると思います。 
 
（2）⅏ᐖᙅ⪅のᑐᛂ 
防災対策のഛと災害弱者への対応というこ

とでは、㝔や⚟♴タなどのᣐ点が被災した

ことで、災害弱者がより῝้な状況に┤㠃ࡏざ

るをᚓなかったということがあります。熊本地

震では、熊本県❧㝔やከくのデ⒪ᡤのᘓ≀が

被災して、地域་⒪のᶵ⬟が起こってしま

った。 
東日本大震災の▼ᕳ市を考えてࡳると、ྠ市

の沿岸部にあった་⒪ᶵ関というものはቯ⁛状

態に㝗ったわけですが、ὠἼの᮶ない地域にあ

った▼ᕳ㉥十Ꮠ㝔はὠἼ被害をཷけなかった

ので、地域་⒪を続けることができた。その㎶

の問題を考えると、熊本のሙ合は、地震によっ

て༙分以上の་⒪ᶵ関がᶵ⬟に㝗ったとい

うことで、災害関連Ṛがあとでቑえてくる大き

な⫼ᬒにもなった。 
日本経済᪂⪺の記事によれば、国に⣙ 700

ある災害ᣐ点㝔のうち、災害時に་⒪άືを

続けるためのマࣗࢽアࣝをᩚഛ済ࡳのタとい

うのは 45㸣、༙分にもいかないということが

᫂らかになっています。ⓙさんの୰にも་⒪関

ಀ者の方がいらっしࡷるかもしれまࡏんが、災

害が起こったときに、そのようなマࣗࢽアࣝが

なく、日ᖖ的にカ⦎をしてこなかった状態で、

་⒪ᶵ関としてきちんとືけるのかどうかとい

うことを考えるとたぶん㞴しいと思います。 
この記事はඹྠ通ಙが熊本地震のあとに㓄ಙ

したものですが、これは㠀ᖖに重要な問題をᣦ

しています。首都圏でもこの୰にヱ当する་

⒪ᶵ関が┦当あると考えると、首都┤下地震な

どが発生したሙ合、་⒪のᶵ⬟に㝗るྍ⬟

性は大きいだࢁうと思います。 
⭈⮚のᝈ者さんの㏱ᯒなどを考えると、་

⒪ᶵ関のセーࣇテࢵࢿトの⬤弱さは῝้な問

題であるとゝえます。災害時に自ᐙ発㟁ᶵなど

が‽ഛされているかどうかという㆟論は᪂⪺で

もฟてくるのですが、断Ỉ対策をやっているか

という㆟論はほとんどありまࡏん。 
་⒪ᶵ関というのは、Ỉがなくなったらᶵ⬟

するのはほとんどྍ⬟に㏆くなるྍ⬟性があ

ると思います。そういうពでは、断Ỉ対策が

あるのかどうかという点も重要な問題だと思い

ます。神奈川大学でも自ᐙ発㟁ᶵを 6 ྎか 7
ྎഛえているのですが、それでఱ時間発㟁でき

るのかを⫋ဨに⪺いたら、7 時間くらいだとゝ

っていました。 
ഛする⇞ᩱとしては十分ですが、⇞ᩱを

大学の୰にえておくことについてᾘ防との間

が㞴しいとか、いࢁいࢁな話がฟていました。

⤖ᒁ、発㟁ᶵがあってもそれはやはり༙日も

えࡎに 5㹼6 時間でṆまってしまうようなもの

であるྍ⬟性が大きい。その上でỈも᮶ないと

なると、་⒪ᶵ関のሙ合はඖࠎᣢっているᶵ⬟

を⥔ᣢすることができなくなります。 
་⒪ᶵ関のセーࣇテࢵࢿトが⬤弱であるが

ᨾに、そこからこࡰれⴠちるேたちが大㔞にฟ

てくるྍ⬟性が大きい。つまり、このሙ合のこ

れⴠちるேたちとは、災害関連Ṛでஸくなるࡰ

ேがቑえてくるというពです。 
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もう一つ重要な点は、⚟♴㑊㞴ᡤの本格的な

㐠⏝が㧗㱋者タなどの被災によりできなかっ

たことがあります。そのような状況で、熊本学

ᅬ大学の取り組ࡳが国的にもὀ┠をᾎࡧまし

た。熊本学ᅬ大学はඖࠎ⚟♴㑊㞴ᡤでもᣦᐃ㑊

㞴ᡤでもなく、大学の経Ⴀ方㔪としてࣂリアࣇ

リーを㐍め、㞀害者をཷけධれることをやっ

てきた大学です。 
そのような大学であるがᨾに、⚟♴㑊㞴ᡤや

ᣦᐃ㑊㞴ᡤがえないときに、㞀害者の方たち

が熊本学ᅬ大学や国❧の熊本大学などにධって

きたのです。そこで、大学と熊本学ᅬ大学と

の㐪いはఱかとゝいますと、熊本学ᅬ大学のሙ

合は、㞀害者のための㑊㞴ᡤとして 45 日間大

学タをい、その⤖ᯝとして授ᴗができなか

ったわけです。 
そういうពで、私は⾜政や教⫱関ಀ者にと

っては重いㄢ題を提起しているのではないかと

考えています。㞀害者ᕪู解ᾘἲが⾜されて、

ᕪูが⚗Ṇされている分㔝としてどのような分

㔝があるのかというと、་⒪や教⫱などの分㔝

が取り上ࡆられていますが、その୰に防災とい

う分㔝もධっているのです。それから、防災に

関連して、ሗのࣂリアࣇリーと通・ᘓ≀の

 。リーもධっていますࣇリアࣂ
これらの三つをセࢵトで考えると、神奈川大

学や᠕⩏ሿ大学の•༡藤沢ࣕ࢟ンパスもそう

ですが、大学のタは㞀害者などをཷけධれる

タとしてᶵ⬟するྍ⬟性が㠀ᖖに大きいと思

います。ただ、大学だけでそのᶵ⬟をᢸうとい

うのは、当然㝈⏺があると思います。そういう

ពでは、もうᑡし┿に㞀害者ᕪู解ᾘと防

災との関連で✺きワめていくᚲ要性があるので

はないかと感じています。 
そして、ࠗᖹᡂ 28 年熊本地震 大学㑊㞴ᡤ

45 日࠘という、熊本学ᅬ大学の教⫋ဨがまと

めて熊本日日᪂⪺からฟ∧した本の୰で、㞀害

のある方も、要㓄៖者、要ㆤ者といわれる方

たちもྵめて、地域のேたちをཷけධれるン

クࣝーࣈࢩな㑊㞴ᡤであること、ໟᣓ的にໟࡳ

㎸ࡴような㑊㞴ᡤであることがᚲ要であるとゝ

っているのです。 
これはᖖ者と㞀害者を༊ูしない、ᕪูし

ないということで、㞀害者はあっちへ⾜ってく

れということは一ษやらないで、大学のタと

してࣂリアࣇリーで㞀害者ཷけධれができる

タであれば、実㉁的な⚟♴㑊㞴ᡤとしてのᙺ

をᯝたそうという考え方です。 
このような考え方とࣝーࣝにとらわれないᰂ

㌾で⮫ᶵ応変に対応できる㑊㞴ᡤ㐠Ⴀで、⟶理

はしない、㓄៖はするという考え方がὀ┠され、

ෆ㛶ᗓはこれを「熊本学ᅬࣔࣝࢹ」とゝってᗈ

めようとしているのです。私はこのような考え

方というのは、♫会ಖ㞀や♫会⚟♴の分㔝にᦠ

わる者であれば通ᖖ考えることではないかと思

うのですが、国でもྠじようなことを考えても

おかしくないのではないかと思います。 
なࡐ「熊本学ᅬࣔࣝࢹ」というようにゝわざ

るをᚓないのか。わかりやすいからそうしてい

るのだࢁうと思いますが、この㎶の考え方とい

うのはᬑ㐢するᚲ要があるෆᐜだࢁうと思っ

ています。そういうពで、熊本学ᅬ大学の取

組ࡳをまとめたこの本は、大学の㑊㞴ᡤだけで

なく、⚟♴㑊㞴ᡤのあり方やᴫᛕを考える上で

も㠀ᖖにᙺに❧つෆᐜです。自治体関ಀ者の方

にはࡦࡐこの本をごぴになっていただければと

思います。 
 㞀害者ᕪู解ᾘἲが⾜されて数年経ちまし

たけれども、災害初期における⚟♴㑊㞴ᡤの❧

ち上ࡆという問題については、私たち首都圏に

ఫんでいるே間もやはりきちんと考えなければ

いけないෆᐜだと考えております。 
 
（3）㑊㞴のΰと⅏ᐖᙅ⪅ 

 㑊㞴のΰと災害弱者ということに関しては、

最初にも㏙ましたように㑊㞴者の実数はᐃ

よりもはるかにከかったということと、ࣀࢥ࢚

ミークࣛスೃ⩌や感ᰁリスクのᣑ大という

6　自治研かながわ月報 2019年4月号（No.176）



 7

ことを取り上ࡆるᚲ要があると思いますが、㠀

ᖖ時には自治体の地域防災ィ⏬がᐃしたこと

とは大きく㞳するような事態が発生したとい

うことをどう考えるのかが問われると思います。 
自治体のᢸ当者として地域防災ィ⏬をసって

いればそれでᏳᚰと考えてはいないか。現実と

いうのはᖖに変する、ືくものだというㄆ㆑

をᣢつᚲ要があるし、災害の現ሙから考えてい

くという部分が⾜政の政策的なุ断の୰でも㠀

ᖖに重要な問題になるのではないかと考えてお

ります。 
 㞀害やᣢのある方というのは、㑊㞴ᡤに⾜

かなかった方が㠀ᖖにከい。自㛢などの発㐩

㞀害をᣢつேの୰には、⎔ቃの変に対応する

のが㞴しくてパࢵࢽクを起こすྍ⬟性があるの

で、ᐙ᪘が最初からㅉめてしまう。あるいは、

てんかんᝈ者の方のけいれんとか発సが㢖発す

るようなሙ合には、ᐙ᪘の方あるいはᝈ者本ே

も㑊㞴ᡤに⾜くという㑅ᢥ⫥は取りづらい。こ

ういう方ࠎをどうᢅうかという問題を考えると、

発㐩㞀害のேࠎなどはさらなる災害弱者に㝗っ

ていくྍ⬟性が大きい現実が熊本地震ではあっ

たと考えています。 
 それから、私のᐙ᪘もこれに当てはまるのです

が、≟や⊧などのࢵ࣌トを連れた被災者への対

応というのはなかなか㞴しい問題です。୧方のື

≀に対するアࣞࣝࢠーのある方もいるわけで、こ

の㎶はどうなるのかという問題があります。 
 自㑊㞴や㌴୰Ἡ、ᅾᏯ被災者などのᏑᅾや

ᡤᅾの☜ㄆ方ἲも大きなㄢ題になり、ᣦᐃ㑊㞴

ᡤにいなかったがᨾに、Ỉや㣗ᩱရなどのᚲ要

≀㈨の㓄⤥などがཷけられなかったということ

が熊本でも起きた。これは東日本大震災でも起

こっている問題です。 
 東日本大震災のᅾᏯ被災者が公的ᨭをཷけ

られなかったということを仙ྎᘚㆤኈ会がሗ࿌

᭩にまとめていますが、これは日経᪂⪺の

2017 年 2 月 6 日ᮅหにฟていました。ᨭ≀

㈨がཷけられないとか、ᨭのᯟ組ࡳからእれ

るேたちがฟてきた。熊本のሙ合、18 ேが

ᣦᐃ㑊㞴ᡤにいたのですが、それを 2 ಸ以上

上回るேࠎがᣦᐃ㑊㞴ᡤにධらない被災者とし

てᏑᅾし、そのேたちに対する⾜政のᨭはや

はり問題があったということです。 
 
（�）ᘓ≀の⪏震ಁ㐍のᚲせ性 

ここは私のᑓ㛛ではないので⡆༢に話すだけ

にしますが、熊本地震でもࣈロࢵクሟの༴㝤性

ということで被害がฟています。大阪北部地震

で 9 ṓの女のᏊがஸくなられたことが大きく

られましたが、熊本地震でࡆアに取り上ࢹ࣓

もࣈロࢵクሟのಽቯによって被害をཷけている

方がฟていました。この㎶についてはḟの大阪

北部地震のとこࢁでお話するようにいたします。 
ᘓ⠏ᇶ‽の問題を考えるとき、私はいつもఫ

Ꮿというのはᇶ本的ேᶒであるということを

ㄆ㆑するᚲ要があるのではないかと考えていま

す。この㎶のことについてはやはり問がある

とこࢁです。それから、⪏震を後回しにして

きたᙺᡤのᗇ⯋などが⏝⬟になったという

ことで、本᮶であったら災害が起こったときの

ᣐ点になるきとこࢁがᣐ点になりᚓなくなっ

たという問題があります。 
神奈川とか東ிにఫんでいる私たちには┤᥋

関ಀない問題ですが、熊本地震で初めてヲしい

ෆᐜを▱ったこととして、地震地域ಀ数という

のがあります。これは、⪏震ᇶ‽が地域によっ

て㐪うということです。つまり神奈川とか東ி

だと⪏震ᇶ‽はཝしいᇶ‽が㐺⏝されているの

ですが、熊本、大分、⚟ᒸなどの地震がᑡない

とゝわれている地域では、⪏震ᇶ‽が㠀ᖖにప

いのです。そうすると、大地震が起こったとき、

ᘓ≀のᙉ度というものが㠀ᖖに弱いものになる

ので、防災上は῝้な問題を提起するというこ

とになってくるわけです。 
 
 ンのᑍ᩿ࣛࣇࣛ（�）

先ほどもỈ㐨などのࣛࣛࣇンのᑍ断によ
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って་⒪ᶵ関などに῝้なᙳ㡪がฟたというこ

とを話しましたが、首都┤下地震を考えるとき、

᪂ᖿ⥺などの㧗㏿通体⣔には㠀ᖖに῝้な問

題が発生すると思います。ᕞ᪂ᖿ⥺には東北

᪂ᖿ⥺とྠᵝに᪩期地震㆙ሗ置㸦EQAS㸧と

いうのがഛえられていますが、この置は地震

の発生が┤下だとಙྕが᮶る前にもうᦂれが᮶

てしまうので、そのᶵ⬟をᯝたすことができま

 。んࡏ
東海㐨᪂ᖿ⥺が神奈川県下を通過していると

き、県ኸ地域で┤下地震が発生すれば、᪂ᖿ⥺

はṆできࡎ、そのまま⬺⥺するྍ⬟性が大き

い。ですから、東北᪂ᖿ⥺やᕞ᪂ᖿ⥺ではこ

れがᶵ⬟したといっても、ᕞ᪂ᖿ⥺の⥺路か

ら地震の震※地の┈城⏫までは10km も㞳れて

いない。ですから、熊本地震のሙ合でも᪩期地

震㆙ሗ置がᶵ⬟したとはゝい㞴いと思います。 
 
（�）⾜ᨻᶵ㛵の㜵⅏ព㆑ 

熊本地震では「プࣗࢩࢵᆺ」のᨭが⾜われ

た。これは、被災地が要ㄳしたものでなく政ᗓ

が手にどんどんᨭ≀㈨を㏦り㎸んだのです

が、テࣞࣗࢽࣅースなどで熊本県ᗇや熊本市ᙺ

ᡤにᨭ≀㈨がᒣ✚ࡳされてどこにも㓄られて

いないというගᬒを思いฟします。 
東日本大震災の┤後に大学㝔生と≀ὶの事ᴗ

⥅続に関するඹⴭ論ᩥを᭩いて地域Ᏻ学会で

発⾲したのですが、ᅾᗜ⟶理とかᨭ≀㈨の

分けや㓄⤥というのは、やはり័れたὶ通ᴗ者

やࢥンࢽࣅやスーパーなどのᴗ⏺に௵ࡏて、公

ົဨはそういうことにはあまり手をฟさないほ

うが㈼᫂だࢁうと思います。 
やはり㣰は㣰ᒇにというゝⴥはその通りだと

思います。ですから、ᬑẁからὶ通ᴗ者、Ꮿ㓄

ᴗ者、ࢥンࢽࣅ➼のぶ会♫などと話し合いをし

て、日ᖖ的に地域的なࢵࢿト࣡ークの୰で防災

をどうやって㐍めていくのかということを一緒

に考えていくのがᚲ要なことだと思います。 
今回の講演の୰で⣽かく話す時間がありまࡏ

んが、実はローࢯンやセࣈンࣈࣞンなどのࢥ

ンࢽࣅᴗ⏺では、東日本大震災のときにとても

᪩くືいて被災地ᨭをやっています。そのこ

とはὶ通関ಀのᴗとして、ᑡᏊ㧗㱋が㐍ࡴ

୰でどういうࡩうにして地域の弱者に対して自

分たちが手をᕪしఙていけるかということを

ᙼらはᴗとして学⩦し、࢘ࣁ࢘ࣀの✚をや

っていたからできたことです。 
ローࢯン本♫の方に神奈川大学で講演してい

ただいたときにも、その㎶の࢘ࣁ࢘ࣀの✚が

一␒大きいということをㄝ᫂されていて、東日

本大震災だけでなく、༡海トࣛࣇ地震などの大

地震が起こったときに、ᴗとしてどう♫会㈉

⊩して♫会的なホ౯を㧗めることができるか、

これが一␒大きな࣏ントだとᙉ調されていた

から、経Ⴀ方㔪の୰に災害対策をきちんと置

づけていると理解していいだࢁうと思います。

ですから、ὶ通ᴗ者やᗜᴗ者と自治体は༠ຊ

しながらᨭ≀㈨の⟶理や㓄⤥➼をやっていく

ということが一␒重要ではないかと思います。 
自治体の事ᴗ⥅続ィ⏬を策ᐃしていないᅋ体

が 8 ㏆くあるので、災害が起こったときに

どのようにしてᴗົを⥅続さࡏるのかというこ

とで⏒だᏳに感じさࡏるෆᐜも᫂らかになっ

ています。 
経済άືと事ᴗ⥅続ィ⏬については、今日は

かなりឡしてありますが、経済άືという点

で考えると、日本のᴗは東日本大震災を教カ

としてᴗάືを㐍めてきた。東日本大震災で

経㦂したことを↓㥏にしていないというのが

ᴗのጼだと思います。やはり熊本地震でᙳ㡪が

ฟた〇㐀ᣐ点というのはከいということですが、

東日本大震災の経㦂を生かして対応してきたと

いうことです。 
経済άືというពで、防災ࢶーリ࣒ࢬとい

うゝⴥを取り上ࡆていますが、私は防災をほග

の一つのᰕにしていくというのは、今後の日本

にとってとても重要なことではないかと考えて

います。特に、海እからのほගᐈのᣑ大、ン
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をどうᣑし࣒ࢬーリࢶのᣑ大と防災ࢻン࢘ࣂ

ていくのか、日本の✚した防災の࢘ࣁ࢘ࣀと

いうのは、やはり海እからぢても㠀ᖖに学ぶ点

がከいෆᐜです。 
被災ᴗの対応から学ぶ点として、防災ⓑ᭩

の୰でもまとめられていた点をᩚ理したのです

が、被災時に᭷ຠだった取り組ࡳとしてഛရ、

それから災害対応のᢸ当㈐௵者のỴᐃや災害対

応ࢳー࣒のタ➼ࠎがあったということで、今

後取り組ࡳたいことが事ᴗ⥅続ィ⏬㸦BCP㸧

のぢ┤しとクロストࣞーࢽンࢢ、௦᭰要ဨの事

前⫱ᡂというのでᴗෆでいࢁいࢁなᙧで

OJT の一⎔として、災害が起こったらのே

のᴗົをどう௦わりができるかということをᬑ

ẁからやるᚲ要があるのではないかということ

もฟてきます。 
 
㸲．大㜰部地震の教カ 

 
（1）大㜰部地震と大㒔ᕷの⬤ᙅࡉ 

8 か月ほど前の昨年 6 月に発生した大阪北部

地震というのは、大阪北部を୰ᚰに大きな被害

をもたらしましたが、大阪༡部の方ではᦂれも

ᑠさく被害もほとんどなかった。大阪ᗓやරᗜ

県、神戸のあたりというのは、㠀ᖖにከくの断

層帯が通っていますので、地震の研究者の間で

は、神戸以上に大阪の୰ᚰ部の方が༴ないので

はないかと以前からᣦされていました。 
そういうពではその断層の୰ᚰで起こった

のか、あるいはその一部で起こったのかまだよ

くわからない。いࢁいࢁなものをㄞんでいると

大阪北部地震が༡海トࣛࣇ地震のணではない

かというពぢを㏙られる地震学者もいるので

すが、ᑡしゝい過ࡂではないかという感じをᣢ

っています。 
ただ、༡海トࣛࣇ地震との関連では、㫽取県

やᓥ᰿県で地震が㢖発するようになってくると

༡海トࣛࣇ地震が起こる༴㝤性が㠀ᖖに㧗まっ

てくるということはある程度はわかっています。

ᒣ㝜地方で大きい地震がḟࠎ起こってくる時期

に、ኴᖹὒഃでプࣞートのືきがά発してい

るྍ⬟性が大きいのは間㐪いではないだࢁうと

思います。 
大阪北部地震は 6 月 18 日༗前 7 時 58 分、

ちࡻうど通勤・通学の時間帯に起こった地震で、

㧗ᵳ市のあたりを震※にして大阪市北༊やᯛ方

市、Ⲉᮌ市、⟪㠃市で最大震度 6 弱のᦂれを

ほ した。ᘓ≀の被害はそれほどከくはなく、

ቯが 4 Ჷ、༙ቯが 50 Ჷ、被災ᐙᒇ 2  2 ༓

Ჷですが、ここで私たちがὀ┠しておかなけれ

ばいけないのは、✵きᐙの被害が㠀ᖖにⴭしか

ったということです。 
NHK 、ていましたがࡆースでも取り上ࣗࢽ

日本国に 820 戸の✵きᐙがあります。ఫ

ᒃは当然ேがఫまなければᘓ≀としてຎして

くる。そこを地震がくえばその✵きᐙとなって

いるᘓ≀が㐨路上にಽれかかったり、㞄のᐙに

ಽれかかったりして、被害をもたらすྍ⬟性が

㠀ᖖに大きいということです。大阪市北༊、㧗

ᵳ、ᯛ方、Ⲉᮌ、⟪㠃の 5 市で 34 戸✵きᐙ

があって総戸数の 16㸣です。 
神奈川県ෆの市⏫ᮧで考えてࡳても✵きᐙの

数はこれࡄらいの合あるだࢁうと思います。

そうすると、✵きᐙのᏑᅾというのが防災上㠀

ᖖにࢵࢿクになってくるྍ⬟性が大きいという

のが、実は大阪北部地震でᡃࠎの前に✺きけ

られたことだと考えています。 
 
 ࡉ้῝ᐖの⿕ࣛࣇン（2）

断Ỉ、࢞スの౪⤥Ṇや㟁などのࣛࣛࣇ

ン被害が῝้だったのですが、大阪ᗓという

のはỈ㐨⟶の⪏震⋡が㠀ᖖにపくて、⪁ᮙ

したỈ㐨⟶が㠀ᖖにከい。大阪北部地震が起こ

るまで大阪ではỈ㐨⟶の⪁ᮙが㐍んでいた。 
㕲㐨⥙や㧗㏿㐨路のΰもあり、大規模なⅆ

災はなかったが、࢚࣋ࣞーターのṆや㛢じ㎸

めが実は東日本大震災よりはるかにከかった。   
この問題は、首都┤下地震あるいは༡海トࣛ
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ᕧ大地震が起こって、長࿘期地震ືによってࣇ

ᦂれが起こったとき、首都圏の㉸㧗層マンࣙࢩ

ンやᴗົࣝࣅがどうなるのかという問題にも⤖

ついてくると思います。ですから、この被害ࡧ

からゝえることは、実際の被害以上に大都市の

⬤弱さがᾋき᙮りになったということです。 
24 年前の阪神・淡路大震災のሙ合は、神戸

の三宮などがまるで✵くをཷけたような◚ቯの

され方で、地震の 2 ࣨ月後に現地にධりまし

たが、ゝⴥにならなかった。それ程大きくない

被害でも大都市のᶵ⬟がṆまってしまうという

のを♧したのが大阪北部地震の一つの特徴だと

思います。 
通ンࣛࣇの問題としては、大規模な被害

は発生しなかったが、㕲㐨⥙の旧に時間がか

かった。その理⏤としてఱがあったのかという

と、通勤、通学の時間帯ですから、っている

ᐈを㝆ࢁすసᴗにものすごく時間がかかった。

それから、⥺路やิ㌴などの┠視による点᳨、

ᐈを㝆ࢁした㌴୧を㌴୧ᇶ地にᐜするため

の調ᩚなどはすんなりいかなかった。⥺路をఱ

回もにいながらやらざるをᚓない。⤖ᯝ

として㕲㐨の被害がฟていないのにᶵ⬟マࣄし

てしまうということが起こりました。 
通勤・通学時間帯の 547 ேの㊊に大きく

ᙳ㡪しましたが、これは東日本大震災のときの

首都圏の通勤・通学ᅔ㞴者の数とほࡰ༉ᩛする

ような数です。通ᶵ関のΰはኪも⥅続して

ᖐᏯᅔ㞴者の大㔞発生が起こってしまった。ᮅ

の通勤、通学でฟかけて⾜ったேがኪになって

もᐙにᖐれないという状況が起こったというこ

とです。 
ᴗのᴗົ⥅続ุ断にもᙳ㡪する大都市災害

というഃ㠃をぢࡏた。市⏫ᮧと㐪って事ᴗ⥅続

ィ⏬をసっているᴗの数はここ数年で㠀ᖖに

ቑえています。とこࢁが、事ᴗ⥅続ィ⏬の୰㌟

はఱかというと、事をしている最୰に災害が

起こったらどう対応するかという問題で、通勤

時間帯に災害が起こったときどう対応するかと

いうのは事ᴗ⥅続ィ⏬にධっていない。 
ᴗົ⥅続のุ断というのは、事を始める前

の通勤時間帯あるいは事が⤊わった後のᖐᏯ

時間帯に起こったらどうするかということを考

えたときに、ᴗとしても自分のとこࢁの♫ဨ

をᏲる手❧てというのは、ほとんど事ᴗ⥅続ィ

⏬の୰では㢳ࡳられていないというのが実態で

す。 
 
（3）㔠⼥ᶵ㛵࡞のᙳ㡪 
㔠⼥ᶵ関などへのᙳ㡪という点で、ಙ⏝㔠ᗜ

やᦆ害ಖ㝤会♫などの被災地での対応が㠀ᖖに

㎿㏿であったのですが、東日本大震災のときか

ら㔠⼥ᶵ関、ᦆಖ会♫、生ಖ会♫などの対応が

᪩くなってきた。これはఱᨾかというと、阪

神・淡路大震災のときに対応が㐜くて、♫会的

なᢈุがᙉかったことをཷけてのᴗの対応で

した。その省として、ᴗの♫会的㈐௵をᯝ

たすということで、災害が起こったときに被災

者にどうスࣆーࢹーに対応をするのかという

ことが㠀ᖖに重要になってきたということです。 
それから、大阪北部地震のሙ合、ATM など

の被害が㠀ᖖに㍍ᚤでした。大阪ドๆ取ᘬᡤに

も被害がなかった。阪神・淡路大震災を教カと

して大阪ドๆ取ᘬᡤのࢹータセンターは関東圏

に❧地しています。東ிのドๆ会♫などのࢹー

タセンターはす日本に❧地しています。阪神・

淡路大震災の教カが生かされているということ

です。 
ᴗの事ᴗ⥅続という点で、先ほども⏦しま

したが通勤、通学ࣛࣗࢩࢵの時間帯に発生した

ために、ฟ♫のྍྰをめࡄるุ断をどうするか

ということがᴗをᝎまࡏた問題でした。ある

᪑⾜会♫のሙ合は、㢳ᐈ対応を重視しཎ๎ฟ♫

のࣝーࣝをそのまま㐺⏝した。 
先ほど⏦し上ࡆた事ᴗ⥅続ィ⏬を策ᐃしてい

るᴗでも、通勤時の災害発生をᐃしたࢣー

スはほとんどなかったようです。ですから、ᚑ

ᴗဨを↓理にฟ♫さࡏないᴗ㢼ᅵの㔊ᡂやテ
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ࣞ࣡ークによるᅾᏯ勤ົなどもリスク⟶理の方

ἲとして᳨ウしていくᚲ要があるのではないか

と思います。 
 
 ーターのṆ࢚࣋ࣞ࡞้῝（�）

大阪北部地震では、࢚࣋ࣞーターのṆや㛢

じ㎸めは、関すの 5 ᗓ県で合ィ 339 ௳もあっ

た。大阪が 267 ௳、රᗜが 41 ௳、ி都が 25
௳、奈Ⰻが 5 ௳、㈡が 1 ௳ということで、

東日本大震災の 1.6 ಸも発生していた。東日本

大震災では、北海㐨から関東までの地域で࢚ࣞ

ーターの㛢じ㎸めというのは࣋ 210 ௳でした。 
どうして࢚࣋ࣞーターの旧が長期するの

かというと、地震などによって一᪦Ṇした࢚

ーターが旧するまでಖᏲ要ဨによるᏳ࣋ࣞ

☜ㄆまで 2、3 日かかる。それから、震度 4 以

上のᦂれで一度Ṇすれば、ಖᏲ要ဨのᢏ⾡的

な点᳨で問題なしとุ断されるまで࢚࣋ࣞータ

ーをືかすことができない。このことはἲ௧で

そのようになっています。 
それと、ಖᏲ要ဨの点᳨సᴗの⠊ᅖがవりに

もᗈくて、通によって⛣ືがᐜ᫆にでき

なかったことも࢚࣋ࣞーターの旧が㐜れたཎ

ᅉです。ですから、首都┤下地震が発生すれば、

おそらく関すの 339 ௳どこࢁでは済まない࢚

ーターの㛢じ㎸めなどが起きるྍ⬟性が大࣋ࣞ

きいと思います。 
東日本大震災のとき、84 ௳の長時間㛢じ㎸

めが発生して、ᩆฟまでに 9 時間以上を要し

た事もあった。࢚࣋ࣞーターの୰に㌟ືきで

きないまま 9 時間㛢じ㎸められていたのです

から、トࣞも⾜けない、Ỉも㣧めない状況に

なるわけです。࢚࣋ࣞーターには㘽のついた⟽

が置いているሙ合がありますが、あの⟽には㛢

じ㎸められたሙ合の⡆᫆トࣞとかいࢁいࢁな

防災ࢬࢵࢢがධっています。そういうものがධ

っているということを▱㆑としてᣢっておくこ

とも大事だと考えています。 
地震発生時の⛣ືに࢚࣋ࣞーターを⏝しな

いというのは当然のことですが、⏝୰の地震

発生をᐃする、࣓ージトࣞーࢽンࢢという

のを日ᖖ的にやっておくᚲ要があると思います。

୰ኸ防災会㆟が 2005 年にฟした「東ி‴北部

地震における࢚࣋ࣞーター被害のᐃ」の୰で

は、1 ே以上の࢚࣋ࣞーターෆの㛢じ㎸めが

発生することをᐃしています。これはಖᏲ要

ဨが点᳨によって対応できるような数ではなく、

㠀ᖖに῝้な状態が生まれてくるྍ⬟性が大き

いと思います。 
 
 ሟのಽቯࢡࢵࣟࣈ（�）

大阪北部地震では、ࣈロࢵクሟなどの༴㝤性

ということがᨵめてクローࢬアࢵプされました。

9 ṓのᑠ学ᰯ 4 年生の女のᏊがࣈロࢵクሟのಽ

ቯで≛≅になったことは࣓ࢹアでもたࡧたࡧ

取り上ࡆられましたが、熊本地震でもࣈロࢵク

ሟのಽቯによる被害がฟていました。なお、マ

ン࣍ーࣝのの⪁ᮙによっても被害がฟてい

ます。 
ここで、ࢮミの学生たちが今年度の༞ᴗ論ᩥ

で大学࿘㎶のࣈロࢵクሟなどを調査してまとめ

たものからご紹介したいと思いますが、ᑠ୰学

ᰯや࿘㎶のࣈロࢵクሟだけが༴㝤なのではない。

大都市にはᑠ୰学ᰯの通学路以እにも༴㝤なࣈ

ロࢵクሟや▼ᇉなどがከ数Ꮡᅾしています。東

ᶓ⥺のⓑᴦ㥐と東ⓑᴦ㥐からの通学路と神奈川

大学ᶓࣕ࢟ンパス࿘㎶の 500m 圏ෆをṌい

て調査したもので、༴㝤なࣈロࢵクሟとして☜

ㄆできたものが 41 ࣨᡤもありました。これら

はᑠ୰学ᰯの通学路ではなく、大学生たちの通

学路にあるࣈロࢵクሟや▼ᇉです。 
大学生がṌくとこࢁというのは地域のఫẸの

方もṌくとこࢁです。そのពでは、㠀ᖖに༴

㝤性が大きいということです。༞ᴗ論ᩥ㞟の୰

には┿ධりで部ධれてあります。これらの

クሟなどがಽቯしたሙ合はやはり㠀ᖖにࢵロࣈ

大きな被害がฟるྍ⬟性があります。 
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（�）ゼ日እᅜேは⅏ᐖᙅ⪅ 
地震のゼ日ᐈへのᙳ㡪というのが㠀ᖖに῝้

な問題になっていました。⤖論的には、እ国ே

はሗ過に㝗りやすいということです。どう

いうことが起こったかというと、大阪北部地震

の発生後、ゼ日ᐈへ災害ሗがᒆかなくて対応

にとまどったእ国ேほගᐈがከ数いたというこ

とです。 
大阪ᗓは࣍ー࣒࣌ージのトࢵプにⱥㄒの࣓ࢵ

セージをฟして、ⱥㄒによる 24 時間の㟁話┦

ㄯ❆ཱྀを開タしたのですが、当然ⱥㄒのわから

ない方もたくさんእ国ேほගᐈの୰にいるわけ

で、そこに対する対応がなかった。大阪ほගᒁ

㸦公┈㈈ᅋἲே㸧は、ᗓෆの 5 ༓ࣨᡤで㹕㹧㸫㹄㹧

の⏝時間のไ㝈を᧔ᗫしてࢥーࣝセンターで

の対応も⾜うと発⾲したのですが、これはᴟめ

て⏝がప調でした。事前に災害時にはどうᗈ

ሗάືを⾜うのかということを࿘▱していない

から、ゼ日እ国ேはࢥーࣝセンターがあること

すら▱らないままで⤊わってしまった。 
それから、㟁㌴の㐠⾜ሗなどに関するⱥㄒ

や୰国ㄒのሗはほࡰなかったようです。一昨

日の北海㐨の地震のとき、テࣞࣅでᮐᖠの⾤୰

のᵝᏊをぢていると、いࢁいࢁなゝㄒで㕲㐨の

㐠⾜ሗがฟていました。だから、大阪北部地

震のときの大阪の対応よりは㐍Ṍしているとい

う༳㇟をཷけましたが、大阪、東ி、ᶓのよ

うな大都市圏できちんとした対応ができるのか

どうかという点を考えるとᚰ⣽いとしかゝいよ

うがないと思います。 
私は、ゼ日እ国ேがሗ過に㝗るとともに、

ሗがないことによって災害弱者にもなりᚓる

というとこࢁをきちんとᢲさえておくᚲ要があ

ると思います。 
⩻ヂアプリを防災┠的にά⏝するということ

で、10 月に┦㕲ࣝࢢープなどのᶓ㥐すཱྀの

ᴗを対㇟にした防災講演会で話したときに、

㕲㐨会♫や㥐ࣝࣅの㐠Ⴀ会♫などの方たちに、

↓ᩱで࢘ࢲンローࢻできる VoiceTra という

スマ࣍アプリを国のሗ通ಙ研究ᶵᵓが公開し

ているので、これをえば、እ国ㄒができなく

ても日本ㄒをධれればそのままᚲ要とするⱥㄒ

ならⱥㄒ、୰国ㄒなら୰国ㄒ、ス࣌ンㄒなら

ス࣌ンㄒというᙧで⩻ヂできるし、その㏫も

またできる。こういうのを┦㕲ࣝࢢープの୰で

もおいになったらどうですかという問題提起

をしたのですが、かなり応がⰋかったように

思います。 
私のスマ࣍の୰にもධれていますが、␃学生

の୰国ே学生と話すときに、どうも日本ㄒの理

解ຊがあやしいと思ったときなど、日本ㄒで話

したෆᐜを北ிㄒなどに⩻ヂしてくれて、それ

を本ேに♧すと⣡ᚓするということをఱ回か経

㦂しています。 
 
㸳．㤳㒔ᅪに㏕ࢡࢫࣜࡿ 

 
（1）㤳㒔ᅪに㏕ࢡࢫࣜࡿ 
ṧった時間で首都圏に迫るリスクを考えたい

と思います。首都圏にとっての大規模地震とい

うのは、大体三つのパターンがありᚓるわけで

す。ձ断層ᆺの┤下地震、1854 年のᏳ政Ụ戸

地震、ղ関東の海⁁ᆺのඖ⚘地震と大正関東地

震、ճ東す日本の海⁁ᆺの大規模地震としての

༡海トࣛࣇ地震や東日本大震災㸦2011 年東北

地方ኴᖹὒἈ地震㸧があります。 
政ᗓの୰ኸ防災会㆟の୰で、首都圏にとって

の大規模地震とゝうときに、最初の二つだけを

取り上ࡆています。 
東日本大震災のとき、神奈川大学も㠀ᖖに大

きな被害をཷけましたので、長࿘期地震ືによ

る被害というのは、東す日本の海⁁ᆺ大規模地

震でも首都圏で発生するྍ⬟性が大きいという

ことをきちんとㄆ㆑しておくことが重要だと思

います。 
大規模災害のリスクとして 2013 年 12 月に

୰ኸ防災会㆟が首都┤下地震の被害ᐃと対策

についての最⤊ሗ࿌をฟして、M7 の都ᚰ༡部
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┤下地震の被害ᐃを公⾲しています。このሗ

࿌᭩がఱᨾその時期にฟされたのかというのは

ⓙさんお考えになったことありますか。2013 年

3 月㡭にሗ࿌᭩がฟされるはࡎだったのに、な

 。うかࡻ公⾲が㐜れたのでしࡐ
9 月に࢜リンࢵࣆクの開催地が東ிにỴまる

ということがありました。だから、࢜リンࢵࣆ

クの開催地が東ிにỴまる前に、これを発⾲さ

なかったのではないかと考えています。このࡏ

ሗ࿌᭩の୰で、⏒大な被害が発生して首都୰ᯡ

ᶵ⬟がマࣄし、首都圏体ではṚ者が 1  6
༓ேから 2  3 ༓ே、被害㢠⣙ 95 、国ᐙ

ண⟬の 1 年分よりⱝᖸᑡないࡄらいの被害㢠

になるとᐃされています。 
首都圏では、ⅆ災もከ数発生し、ンࣛࣇな

どのᗈ⠊な被害がฟてくるということが᭩かれ

ています。この㎶については、私もඹⴭ者とし

て᭩いた᪩✄田大学ࢵࣈクࣞࢵトࠗ東ி‴岸

の地震防災対策㸫⮫海ࢥンࣅナートは大ኵ

か㸫࠘という本の୰で、ࢥンࣅナートにおけ

る大規模災害が発生したሙ合、ほࡰ東ி‴の海

上≀ὶがṆしてしまうだࢁうということをࢩ

ミࣗࣞーࣙࢩン⤖ᯝで᫂らかにしています。 
それから、神奈川自治研センターで発⾜して

もらうணᐃのࢵࣈクࣞࢵト、㑇体ฎ理の問題を

ᢅった論✏ですが、1  6 ༓ேから 2  3 ༓ே

の≛≅者が発生するとゝっていながら、この㑇

体をどうᢅうのかということがሗ࿌᭩に一ษఱ

も᭩かれていない。当時のᶓ市の༴ᶵ⟶理┘

の方が୰ኸ防災会㆟で㑇体ฎ理の問題について、

どうุ断するきかということがなかったら、

自治体としては対応にⱞ៖するということを発

ゝしたら、୰ኸ防災会㆟事ົᒁの⫋ဨの⟅ᘚは

「᳨ウします」であったということです。12 月

にሗ࿌᭩がฟたとき最大 2  3 ༓ேの㑇体を

ᐃしているのに、これについてどうฎ置する

のかというのが一ษ᭩かれていまࡏんでした。 
2017 年に▼ᇉᓥで開催された地域Ᏻ学会

Ꮨ発⾲会で、そのෆᐜのࢵ࢚センスを「大規

模災害の≛≅者と首都圏ᩪሙの対応⬟ຊ」とい

うタトࣝで発⾲したのですが、やはり地震研

究のᑓ㛛ᐙが㞟まっているとこࢁでもవりゐれ

てḧしくないことにゐれるのかという応でし

た。ே間がஸくなったあとどうᑛཝをಖつかと

いうのはవィなことではないと思うのですが、

そのような応であったということです。日本
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の 878 年に神奈川県の海⪁ྡあたりを震※と

する関東┤下地震、ඖ地震が起こっています。
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当時のோ地震が起こっています。 
そうすると、2011 年東日本大震災から考え

て 30 年間に 70㸣の☜⋡とゝっているからすࡄ

᮶ないだࢁうというព㆑でいられるかというと、

たぶん首都┤下地震も༡海トࣛࣇᕧ大地震もそ

れほど時間が㐲くない時期に迫っているྍ⬟性

が大きいと考えざるをᚓないだࢁうと思います。
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いうことがᚲ要であると思います。 
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よりもῶ災がᇶ本であり、私たちにᚲ要なのは、

「おどかしの防災でなくなࡐ地震やὠἼが起こ

るのかということを理解する防災である」とい

うことを、地┙工学のᑓ㛛ᐙである首都大学東

ிのᒣᓮᬕ㞝先生がご一緒した研究会で発ゝさ

れていました。私もその考え方にඹ感していま

す。 
୧国のᶓ⥙⏫公ᅬにある東ி都⯆記ᛕ館の

୰にある⏬ᐙ᭷ᓥ生㤿がᥥいた関東大震災の⤮

は、大都市の災害に対して私たちがᣢたなけれ

ばいけないീຊというものが部㎸められて

います。この⤮のពするとこࢁはఱかという

ことをお考えになるために、ྜྷᮧのࠗ関東大

震災࠘㸦ᩥᩥᗜ㸧をおㄞࡳになるとよくおわ

かりになると思います。 
ごΎ⫈ありがとうございました。 

 
㸺᭷ᓥ生㤿⏬の⤮㸦┿㸧ᤄධ㸼 
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2019 年 2 月 23 日藤沢商工会館ミナパークにおいて「首都圏大規模地震のリスクと女性のため

の防災対策」をテーマに 2018 年度神奈川県地方自治研究センターまちづくり研究会公開セミナー

が開催され、聖路加国際大学┳ㆤ学部教授の五十嵐ࡺかり氏より「女性のための防災対策―ࠗい

つも࠘のࢥࢥロ࢚とࠗもしも࠘の▱ᜨ―」と題して講演をいただいた。以下は、当日の講演をもと

に⦅㞟部にてཎ✏をసᡂし、五十嵐氏が加筆・修正したものである。 
 

 
はじめに 

 
私は総合㝔でຓ⏘ᖌとしてാいておりま

したが、現ᅾは教ဨとして大学に勤ົしてお

ります。ຓ⏘ᖌの事はお⏘ᢸ当のேと思わ

れるかもしれまࡏんが、実際はฟ⏘だけでは

なく、性教⫱や地域でのᏊ⫱てᨭ、᭦年期

㞀害のᨭなどということもしております。 
私は岩手県ⰼᕳ市のฟ㌟です。東日本大震

災のときに一␒被害の大きかった陸前㧗田市 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

で女性のᨭάືをさࡏていただきました。

この経㦂から、2018 年に東ி都がసᡂした

ࠗ東ிくらし防災࠘という女性にᙺ❧つᏊ

の⦅㞟ጤဨをさࡏていただきました。 
㸦ͤὀ㸸KWWS���ZZZ�ERXVDL�PHWUR�WRN\R�MS� 

100�42��100��46�KWPO で㜀ぴྍ⬟。㸧 

今日は、ẖ日の生άの୰に災害への対策を

さりࡆなくධれるにはどのようにしたらよい

のか、そしてⓙさんが具体的にどのようなご

‽ഛをしたらよいのか、ということについて

お話をしていきたいと思います。 
 

１．ᮾ日本大震⅏にࡿࡅ࠾⿕⅏地ㄪᰝ 

 
（1）㝣๓㧗⏣ᕷの⿕⅏≧ἣ 

私が東日本大震災のとき、どのようにάື

さࡏていただいたかというお話をさࡏていた

だきます。まࡎ震災から⣙ 3 㐌間後の 4 月 1
日に現地にධりました。私はもともとᅾఫእ

国ேのᨭάືをしていたので、そのάືを

⾜っているẸ間ᅋ体と一緒に、まࡎは沿岸部

域の調査することにしました。宮城県の気

2018 年度神奈川県地方自治研究センターまちづくり研究会公開セミナー（2019 年 2 月 23 日） 

 

 ሊݣỉẺỜỉ᧸ࣱڡ

―̰Жжє̱の҃҃ҽѸと̰єЩє̱の൮ࣻ― 

 

⪷㊰ຍᅜ㝿大学┳ㆤ学部教授 ༑ᔒ ࡺり
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仙沼市からධり、その後、岩手県の沿岸部に

ධっていきました。はじめに大⯪Ώ市に⾜き、

陸前㧗田市から㔩▼市に⾜こう、というணᐃ

でした。しかし、陸前㧗田市にධったとき、

あまりの被害状況にスタࣇࢵဨがゝⴥをኻ

ってしまいました。その状況をぢて、これ以

上調査が続けられない、という気ᣢちになり

ました。気ᣢちも体もそれ以上は前に㐍まな

かったのです。どこもᨭはᚲ要であったと

思いますが、その状況から私たちは、陸前㧗

田市でᨭάືをさࡏていただくことにしま

した。陸前㧗田市は被害が大きかったために、

現地でᨭ本部を❧ち上ࡆることができまࡏ

んでした。そのため、私の地ඖであるⰼᕳ市

に本部を❧ち上ࡆ、ここをᣐ点とし、㌴で 1
時間༙、  3 時間かけて、ᨭάືをさ

 。ていただくため、ẖ日現地にྥかいましたࡏ
陸前㧗田市の被災状況です。2015 年 � 月

に公⾲されたࢹータからほとんど変してお

りまࡏんので、その数Ꮠをご紹介いたします。

震災前のேཱྀは 2  4�24� ே、震災でஸく

なった方と⾜方᫂者は 1��59 ேで、ேཱྀの

⣙ ��2㸣をኻっています。市⾤地は 8�㸣がᾐ

Ỉしました。陸前㧗田市には 8 ⏫あるので

すが、ᗈ田‴からのὠἼで一␒被害をཷけた

のが㧗田⏫でした。 
 

（2）㑊㞴ᡤのㄪᰝとࢡ࢙ࢪࣟࣉ࣭ࣇࢫ

 ‽のᇶࢺ

当時の㑊㞴ᡤでの生ά状況についてごㄝ᫂

いたします。 
まࡎษりですが、⭜ࡄらいの㧗さだった

ので上からࡻࡦいとぢえてしまう状況で、╔

᭰えがなけるようなሙᡤもありました。 
トࣞは、ᒇእに௬タトࣞがタ置されて

いたのですが、῝้な状況でした。௬タト

ࣞは、㔝እࢥンࢧートやⰼⅆなどの会ሙで

⏝されるようなかなり⊃いものでした。また、

㟁⌫がなくኪ間に⾜くのは㌋㌉してしまうኌ

も⪺かれていました。男女の༊ูもなく、୰

をぢると◁がධりかなりởれていましたが、

ᤲ㝖まで手が回らない状況でした。しかも、

ほとんどが式で、㧗㱋の方はいにくいと

話していました。またᏊどもたちからも、ᬯ

い、ởい、式、でいたくない、というኌ

も⪺かれました。 
このような㑊㞴ᡤの状況をアセス࣓ントす

るホ౯ᇶ‽がありますので、ご紹介します。

ホ౯の方ἲというのはいࢁいࢁありますが、

私が一緒にᨭάືを⾜ったのが 132 です

ので、Ẹ間ᅋ体が災害ᨭをするときに大事

にしている「スࣇア・プロジェクト」とい

うものをご紹介します。これは、1*2、㉥

十Ꮠなどがスࣇア・プロジェクトというྡ

前でసᡂしたࠗேᶒ᠇❶とே㐨対応に関する

ᨭの最పᇶ‽࠘で、1 つのᅋ体だけのពぢ

ではなく、現ሙでάືしているᅋ体が大事に

していること、ᨭをしているேのኌをᇶ┙

としてసったものです。ᨭάືをするとき

に、最ప㝈‶たさなければならないᇶ‽と、

それをྍ⬟にするための࣏ントについて᭩

かれているࣛࢻ࢞ンです。 
スࣇアᇶ‽では、てのே㐨ᨭにඹ᭷

されるᅵྎとしてேᶒ᠇❶、ᶒಖㆤのཎ๎、

アᇶ‽がタけられていて、さらに生άືࢥ

にྍḞな 4 要⣲として「⤥Ỉ、⾨生、⾨

生ᇶ‽」「㣗ᩱの☜ಖとᰤ㣴」「ࢩェࣝター、

ᒃ␃地、㠀㣗ᩱ≀㈨」「ಖάື」の 4 つ

をᣲࡆています。えば、ಖάືに関する

最పᇶ‽をホ౯するものとしては「ᇶ‽ 1㸸
ಖࢧーࣅスの提౪」「ᇶ‽ 2㸸ேᮦ」「ᇶ

‽ 3㸸⸆と་⸆ရ」「ᇶ‽ 4㸸་⒪に関する

㈈※」「ᇶ‽ 5㸸ಖሗの⟶理」「ᇶ‽

�㸸リーࢲーࢵࢩプと調ᩚ」といった、� つ

のᇶ‽が᭩かれています。 
スࣇア・プロジェクトには、ᇶ本的なこ

とが᭩かれていて、えば、トࣞをసると

きにධཱྀを㞟ᅋにྥけないと≢⨥が起きてし
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まうとか、トࣞとỈሙをఱ࣓ートࣝあけたほ

うがよいとか、トࣞは下のほうで⤥Ỉは上の

ほうに、などᑓ㛛ᐙではなくても、これをぢれ

ばᨭάືができるようになっています。

㸦ͤὀ「スࣇア・プロジェクト」の 85/㸸 
KWWSV���ZZZ�UHIXJHH�RU�MS�VSKHUH�7KHB6SKHUH
B3URMHFWB+DQGERRNB2011B-�SGI㸧 
なお、201� 年にෆ㛶ᗓからฟされた「㑊㞴ᡤ

㐠Ⴀࣛࢻ࢞ン」にも、ཧ考にすき国際ᇶ‽

として「スࣇア・プロジェクト」が紹介され

ています。㸦ͤὀ㸸KWWS���ZZZ�ERXVDL�JR�MS� 
WDLVDNX�KLQDQMR�SGI�1�04KLQDQMRBJXLGHOLQH�SGI㸧 

 
（3）㑊㞴ᡤㄪᰝ࡛᫂ࡽにࡓࡗ࡞ㄢ㢟 

当時このスࣇア・プロジェクトの視点な

どもᣢちながら調査しました。4 月 1 日から

ẖ㐌ᮎ、陸前㧗田市やその࿘㎶の㑊㞴ᡤをゼ

問さࡏていただき、㏙ 25 ⟠ᡤの㑊㞴ᡤを

調査さࡏていただきました。加えて、現地の

ಖ་⒪ᚑ事者やάືしているಖ་⒪ࢳー

と話し合いをして、現地の公⾗⾨生状況の࣒

現状ᢕᥱをした上で、どのようなᨭがᚲ要

かということについて᳨ウと‽ഛを重ࡡてい

きました。その⤖ᯝ、女性のᗣに関する問

題として、Ύ₩⥔ᣢがᅔ㞴、女性特᭷のᗣ

問題に対するሗ提౪㊊、ࢽーࢬに合わࡏ 
た≀㈨の提౪㊊、治Ᏻの変による≢⨥の

ྍ⬟性、がᣲがりました。これらの問題を解

Ỵすることをᨭとしました。 
 
２．㝣๓㧗⏣ᕷにࡿࡅ࠾ᨭάື 

 

 の㓄ᕸࠖ⿄ࡶ࡚ࡗ࡞ンナの࢜ࠕ（1）

そこでᨭάືでは、まࡎはᚲ要なものを

㓄布しようということで、女性にᚲ要な≀㈨

と⾨生⏝ရがධったࢢࢵࣂのసᡂをしました。

女性がᚲ要とするいࢁいࢁなものをධれまし

たので、なんでもධっているࢢࢵࣂというこ

とから「࢜ンナのなっても⿄」というྡ前に

しました。「なっても」というのは岩手県ⰼ

ᕳ市の方ゝで「なんでも」というពです。

方ゝのほうがぶしࡳやすいと思い、そのよう

にしました。 
当時、現地のಖ་⒪ࢳー࣒による第 1

ḟの戸調査が始まっていましたので、この

の㓄布はその調査のときにಶேᏯにᣢࢢࢵࣂ

っていってもらい、私たちのᅋ体は㑊㞴ᡤを

回って㓄布するという方ἲを取りました。 
ࢵࣞࣇの୰には、≀㈨のほかにパンࢢࢵࣂ

トや 24 時間ࣇリーࣝࣖࢲのࢵ࣍トࣛン

の㟁話␒ྕが᭩かれている࢝ーࢻを一緒にධ

れました。ࢵࣂクの㓄布を開始したのは、震

災から 2 ࣨ月経っていた時期でしたので、

女性のࢽーࢬもかなり変し、⨾ᐜのࢽーࢬ

がฟてきていました。それ以前から㢦をὙっ

たときに⢝Ỉやクリー࣒がḧしいというࢽ

女性のための防災対策　17
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ーࢬがありましたので、5 月のࢢࢵࣂにはま

は⢝Ỉをධれました。またその㡭から日ࡎ

ᕪしもᙉくなったので、日↝けṆめがḧしい、

というኌもฟてきました。自Ꮿの∦けに⾜

かれる方や、㑊㞴ᡤの࿘りのᤲ㝖をされる方

もいて、እでのసᴗもከくあるため、ኟの日

ᕪしがᙉくなってきた � 月㡭には日↝けṆ

めもධれました。またኟは࢚アࢥンがなくᬬ

かったので、⇕୰対策としてỈをつけて首

にᕳくಖ෭のス࢝ーࣇなどもධれました。 
また、ࢢࢵࣂはୡ௦ごとに「すࡎらん」「つ

ばき」「しࡷくやく」とྡ前をけ、「すࡎら

ん」は月経について、「つばき」は᭦年期㞀害

について、「しࡷくやく」はᒀ₃れについて、 
それࡒれのሗをまとめたパンࢵࣞࣇトもධ

れました。このࢢࢵࣂをసᡂした時期が 5
月だったので、5 月のⰼであることと、⾨生

に関するⰼゝⴥをᣢっていることがྡ前の⏤

᮶です。特に、つばきは陸前㧗田市の市のⰼ

でしたので、これはいたいとᙉく思い、

わࡏていただきました。また、パンࢵࣞࣇト

には、治Ᏻの変によるὀពႏ起についても

記㍕しました。⾤ⅉがないこと、⎰♟がかな

り㧗く✚ࡳ上ࡆられていたことからṚゅがከ

いという状況でしたし、また本当にᝒしいこ

とですが、被災地に᮶るのはᨭ者だけでは

ないという状況でもありました。被災地は、

ᚲࡎしもၿពだけが㞟まるሙᡤではありまࡏ

んでした。ᨭ┠的以እのいࢁいࢁなேがධ

ってくるので、気をつけましࡻう、というὀ

ពႏ起をパンࢵࣞࣇトでも⾜いました。この

パンࢵࣞࣇトをసᡂした後から岩手県㆙も࣏

スターでかなりὀពႏ起をするようになりま

した。 
すࡎらん、つばき、しࡷくやく、の大きな

㐪いは「生理⏝ナプ࢟ンだけのもの」「生理⏝

ナプ࢟ンとᒀ₃れパࢵトがධっているもの」

「ᒀ₃れパࢵトだけのもの」で、そのほかの

ෆᐜは一緒です。女性のୡ௦をこちらで☜ㄆ

しておΏしするのではなく、ࢵࣂクのෆᐜを

ⓙさんにお▱らࡏして、ご自分で୰をぢて、

ᚲ要なものを㑅んでいただく、という方ἲに

しました。 
ࢹࣅ、のෆᐜで㠀ᖖに႐ばれたのはࢢࢵࣂ

でした。私がຓ⏘ᖌということもあって、生

理のことが気になりました。また、生理のと

きもそうですが、日ࠎのእ㝜部のΎ₩はどの

ような状況なのかを☜ㄆしたら、やはりそれ

については⪺かれたことも、ㄝ᫂をཷけたこ

ともなかった、ということでした。そのこと

から、እ㝜部をΎ₩にすることがᚲ要だ、と

考え、なっても⿄の୰にࢹࣅをධれました。 
になってからは、ᇶ本的にはྠじෆᐜで

㓄布しましたが、防ᐮ対策としてࢵࢿク࢛࢘

ーマー、࢛ࣞ࢘ࢢࢵーマー、࢝ロなど、体

をᬮめられるようなものをධれました。また

岩手県のはᬯくなるのが᪩いので、ኪ間に

᫂かりをとるためと防≢対策のために /('
の୰㟁ⅉもධれました。この時期になると

現地の商ᴗもືきฟしていたので、商ᴗを㑧

㨱しないように現地の≀ὶも調査しました。

そして、ࢵࣂクのෆᐜをῶらしたり、変᭦し

たりということをしながら、「なっても⿄」

の㓄布を続けていきました。 
ここからはᨭάືの状況についてお話し

ます。応ᛴ対応期から旧⯆始ື期までの

発災から � ࣨ月ࡄらいまでは、㑊㞴ᡤでま

はᨭෆᐜのㄝ᫂をして、体重 ᐃや⾑ᅽࡎ

 ᐃをし、ᗣに対するಶู┦ㄯを⾜いまし

た。ᨭάືを始めた当初は、་⒪者が私ࡦ

とりだけでした。月᭙日から㔠᭙日までは大

学の事、ᅵ日がᨭάື、という生άが 2
ࣨ月ࡄらい続きました。་⒪者はࡦとりでは

もう㞴しいかなと思ったときに、┳ㆤᖌさん

やຓ⏘ᖌさんがάືに㈶ྠしてくれて、ᨭ

のローテーࣙࢩンにධってくださいました。

そのうちにアロマセࣛࣆストさんもローテー

ージなどࢧࢵンにධってくださって、マࣙࢩ
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もできるようになりました。 
ᨭάືの実際の一です。市ෆ最大の㑊

㞴ᡤだった通⛠一୰とばれている୰学ᰯの

体⫱館は、ࣆークのときには 1200 ேの方が

㑊㞴されていました。5 月ᮎにゼ問したとき

でも⣙ 400 ேの方が㑊㞴されていました。

ከくの方がいらっしࡷる㑊㞴ᡤでは、まࡎは

ステージでマクをᣢってⓙさんに対してㄝ

᫂をさࡏていただき、その後、「なっても

⿄」を㓄布しながらお一ேお一ேとお話をさ

、ていただきました。ᑠ規模な㑊㞴ᡤではࡏ

だいたい 20㹼40 ேࡄらいの方が㑊㞴されて

いましたので、ᨭのはじめからお一ேお一

ேとお話しすることができました。㑊㞴ᡤに

十分なሙᡤがないሙ合には、テントをᣢって

いき㔝እにテントをᙇってάືをするという

こともありました。 
 

（2）௬タఫᏯ࡛のᨭάື 

ての㑊㞴ᡤは 8 月に㛢鎖し、ⓙさんは

その後、௬タఫᏯに⛣られました。それ以㝆

のάືは、ሙと時間をඹ᭷するということを

大ษにしたࢥミࣗࢽテᙧᡂをᨭάືの୰

ᚰとしました。㞟会ሙᡤがない௬タఫᏯの地

༊もあり、ⓙさんが௬タఫᏯに⛣った┤後は

ேが㞟まるሙᡤを᥈すのがなかなか㞴しい状

況でした。そのため、௬タఫᏯの一ᐊや自Ꮿ

㑊㞴されている方のおᏯ、あるいは体⫱館の

ようなሙᡤをおりしたりして、ⓙさんが㞟

まるሙᡤを☜ಖし、άືを続けました。 
άືෆᐜは、ᒀ₃れの防Ṇ体᧯をしたり、

アロママࢧࢵージのクリー࣒をసったりなど、

ⓙさんで一緒にできるようなことを、その日

㞟まった方のே数と年㱋層を☜ㄆして、ෆᐜ

をỴめていくようにしました。 
このようなᙧで、お一ேお一ேからࢽーࢬ

を⪺きながら、というάືを続けてきました

が、この時期になると私の❧ሙは後方ᨭと

なりました。ローテーࣙࢩンにධってくださ

るᑓ㛛⫋の方ࠎの࢜リ࢚ンテーࣙࢩンを東ி

で⾜う、そして体のࢥーࢿࢹーࣙࢩンを

⾜う、というようになっていきました。 
 
（3）ᨭάືの㡪 

は、⣙「⿄ンナのなっても࢜」 9 ࣨ月間

のάືで ����9 セࢵト㓄布しました。なって

も⿄を㓄布しながらάືしている୰で、ⓙさ

んからᐤࡏられた┦ㄯෆᐜとしては、㑊㞴ᡤ

でも௬タఫᏯでも╀が一␒ከかったです。 
άືに対する感としては「࢜ンナのなっ

ても⿄」のෆᐜはすごくよかった、ಶู┦ㄯ

が㠀ᖖによかった、とゝっていただきました。

ಶู┦ㄯを初めて㑊㞴ᡤでスタートしたとき

「ຓ⏘ᖌです、お話ఛいます。」とఏえたと

こࢁ、たくさんの方がิをసって、୪んでく

ださいました。私ࡦとりしか་⒪者がいなか

ったので「ᑡしお時間をいただきます。」と

ఏえてもⓙさんが長くᚅってくださったので、

お一ேお一ேからお話をఛうことができまし

た。┦ㄯෆᐜは、もちࢁんご自分の体調のこ

ともありましたが、ὠἼで体㦂したこと、㑊

㞴ᡤでの生άのこと、あるいは㐲くにいるご

ᐙ᪘の話だったり、日ᖖのឡのないお話だ

ったりというෆᐜもありました。特に、「㑊

㞴ᡤにいるྠじ状況のேたちには話にくいけ

ど、እから᮶たேに話すことでᑡし気ᣢちが

ࣛクになった。」とおっしࡷってくださる方

がከかったです。そういったኌがたくさんあ

ったので、ಶู┦ㄯは⥅続していきました。 
の実⏝的な㠃とし「⿄ンナのなっても࢜」

ては、女性のⓙさんがᚲ要な≀㈨がධってい

ましたが、そのに㑅ぶというᴦしࡳの㠃も

┒り㎸ࡳました。なっても⿄の୰には、いࢁ

いࢁとパターンが㐪う࣏ーࢳもධっていて、

ⰼがዲきだったりとか、ࢵࢩクなものがዲ

きだったりとか、ዲࡳに合わࡏて㑅るᴦし

の要⣲もධれました。「なっても⿄」のෆࡳ

ᐜは、⨾ᐜのࢽーࢬを‶たすようなものがከ

女性のための防災対策　19
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く、それを‶たすことによって、女性のⓙさ

んが本当にᎰしそうな⾲をぢࡏてくださる

ことで私たちもඖ気をいただき、άືを続け

ていくことができました。 
 

㸱．⅏ᐖにࡿࡅ࠾ዪ性のഛ࠼ 

 
（1）ᨭにᑐࡿࡍዪ性のࢽーࢬ 

ここからは災害時における女性特᭷のㄢ題

についてお話します。「なっても⿄」を㓄布

しながらᨭάືとして女性のᗣに関する

ಶู┦ㄯをཷけてきましたが、先ほどもご紹

介しましたように╀が一␒ከい┦ㄯでした。 
さらにෆ㛶ᗓの調査⤖ᯝでは、≀㈨のࢽー

ンなどのἥに関わるもの࢟として、ナプࢬ

がከくありました。そのことからも災害時に

女性がᚲ要なものがከいということがわかる

と思います。そのような状況に対するᨭの

事を㞟めたᏊでࠗこんなᨭがḧしかっ

た災害ᨭ事㞟࠘というものがあります。

1 ージに 1 つか 2 つの事がᥖ㍕されてい

るので、⡆₩で㠀ᖖに分かりやすいです。こ

れも 3') で手にධりますので、ࡦࡐご☜ㄆ

いただければと思います。 
㸦ͤὀ㸸KWWS���JGUU�RUJ�2014�05�149�㸧 

ⓙさんにご‽ഛしていただきたいものにつ

いてのお話ですが、ご自Ꮿでのഛはすでに

ご‽ഛされていると思います。そのため、今

日は、「㌟にけておくもの」のお話と、‽

ഛとして「㑊㞴ᡤでの生άについて」の 2
つについてお話しします。 
 

（2）ഛ࠼㸸㌟にࡶ࠸ࡓࡁ࠾࡚ࡅの 

まࡎ、通勤㏵୰で被災したことをᐃし、

ᖐᏯᅔ㞴者になったときに女性が最ప㝈ᚲ要

なものをご紹介します。ᖐᏯᅔ㞴者になった

ሙ合、㑊㞴するሙᡤは提౪してもらえますが、

そのሙᡤでᨭ≀㈨をもらいたいと思っても、

その㑊㞴ሙᡤに㞟まったࡦとりࡦとりにはᒆ

かないと考えたほうがよいでしࡻう。ですか

ら、ご自分がᚲ要なものはᖖにおᣢちになっ

ていた方がよいと思います。また、ᖐᏯᅔ㞴

者はࡴやࡳに⛣ືしないということがཎ๎な

ので、Ᏻを☜ㄆして⛣ືできるまでの 24
時間から 48 時間に対応できるものをᣢって

おくᚲ要があります。 
その時に、これがあるとᏳᚰというものを

ご紹介します。᪤にご‽ഛされている方は、

それにプࣛスしたり、ෆᐜを☜ㄆしていた

だければと思います。 
まࡎ㌟にけていただきたいものとして、

トはすごくᑠさトや➜です。ᑠᆺのࣛࣛ

いのですが、とても᫂るいものがከいです。

こういったものがあるとご自分のሙᡤをఏえ

ることもできますし、ⅉりをとることもでき

ます。 
五感をຓけるものもᚲ要です。⿵⫈ჾは㌟

にけていることがከいですが、ࢥンタクト

ࣞンࢬをわれている方やᖖにෆ᭹⸆を㣧ま

れている方は、ご⏝ពされたほうがよいです。

ただ、ࢥンタクトࣞンࢬは手をὙわないと

⏝できないので、災害があることをᐃし、

いつもࢥンタクトࣞンࢬをっていても、1
㐌間の༙分は࣓ࢿ࢞、༙分はࢥンタクトࣞン

をう、という⦎⩦もしておいたほうがよࢬ

いと║⛉་にはゝわれたことがあります。 
また、パンテࣛナーがあると下╔を変

えられないときにᙺに❧ちます。ᛴに起こっ

た地震などにࡧっくりして✺然生理になるこ

ともありますので、そのときの応ᛴฎ置、ま

たはᒀኻ⚗がある方の応ᛴฎ置としてもえ

ます。ただ、パンテࣛナーはỈ分をከく

྾できないので、ࣁンࢳ࢝を重ࡡるなどの

工ኵがᚲ要です。そのため、ࣁンࢳ࢝やࢣ࣏

もあるとよいです。これらはࣗࢩࢵトテࢵ

下╔にもえますし、ᡃをしたときにも

えます。 
ࢳ࢝ンࣁてࡏミは、下╔やᡃに合わࢧࣁ

20　自治研かながわ月報 2019年4月号（No.176）



21 
 

などをᚲ要な大きさにษることができます。

ことのできࡴミやᢡりたたࢧࣁンパクトなࢥ

るࢧࣁミなどがありますのでᦠ帯に౽です。 
✵⭡を⣮らわすために⾑⢾を上ࡆる࣒࢞や

ア࣓もあるとよいと思います。   
Ἔ性࣌ンもᚲ要です。すでにごᐙ᪘で㑊㞴

するሙᡤをỴめていると思います。Ỵめてい

ないሙ合はࡦࡐỴめておいていただきたいの

ですが、その㑊㞴ሙᡤからご自分が⛣ືされ

るとき、࣌ンでቨに࣓ࢵセージをṧすことが

できます。 
マスクもᙺ❧ちます。災害後は⢊ሻが⯙い

ますので、マスクはあったほうがよいです。 
災害時は通ᶵ関が㯞⑷するのでṌかなく

てはいけまࡏん。Ṍくことを࣏ࢧートするも

のがᚲ要になります。女性はスࢽー࢝ーで通

勤している方もいらっしࡷいますが、ࣄࣁ

ーࣝをᒚいている方がከいです。ࣄࣁーࣝ

は長くṌくことが㞴しい㠐です。ࣄࣁーࣝ

はかかとの部分をᢡってしまえばṌきやすく

なりますが、Ⰻい㠐ほど㋖のᵓ㐀がしっかり

しているため、㕲のⰺなどがධっていて⡆༢

にはᢡれないのです。Ṍくときは、⏥の部分

がᏳᐃしていないとṌきにくいので、ࡏめて

そこを␃めるようなࣗࢩーࣂࢬンࢻを⏝ពす

るとよいです。つまり、㊊の⏥の部分をᅛᐃ

するものです。そうすることで長くṌくこと

ができます。 
あるいは、ᢡりたたࡳの㠐もᙺ❧つことが

あります。᪑⾜のときなどに౽なᢡりたた

めるものがあります。しかし、㠐ᗏがⷧいの

で、災害時に長くᒚくことには㐺さないので

すが、ࣄࣁーࣝをᒚいていて㊊が⑂れたと

きなどちࡻっとの時間でも㠐を変えたいとい

うときにはえるでしࡻう。また、長㠐もᢡ

りたためるものがあります。ࢨࢹンがࢩ࢜

ࣕࣞだからとⱝ者にもே気があるようですが、

ᢡりたためるので⫋ሙに置くこともできます。 
これらのものをධれる࣏ーࢳに、Ᏻࣆン

をけておくとよいです。布をってയཱྀを

ᕳくとき、布をษって布のᙧ状を変えࡎにࣆ

ンでṆめることができます。布をษらなけれ

ば、あとでまたูの⏝㏵にえるということ

があります。 
ở≀ฎ理のためにࣇスナーのいた⿄も

あるとよいです。 
いまご紹介したෆᐜで、㠐以እのものをす

の୰にධれると⣙ࢳー࣏て 2�0 、で࣒ࣛࢢ

。らいですࡄっと㍍いࡻーよりもちࣄーࢥ⨁

の୰でそんなには㑧㨱にならないと思ࢢࢵࣂ

います。女性は࣏ーࢳにいࢁいࢁなものをධ

れていると思いますが、ご‽ഛしているもの

があったらそれをぢ┤ししていただきたいで

すし、࣏ーࡦࢳとつࡄらいだったらࢵࣂクの

୰にቑえてもᅔらないと思いますので、ࡦࡐ

ᚲ要なものはẖ日の通勤ࢵࣂクの୰にධれて

ください。 
 

 ື⾜㸸⅏ᐖの࢚ࣟࢥࢥ（3）

ḟは災害時のࢥࢥロ࢚のお話です。 
まࡎ災害発生後はどんな༴㝤に㐼うのか分

からないので、༢⊂⾜ືはしないほうがよい

です。ఱかあったときに発ぢが㐜れてしまい

ますので、できるだけேと一緒に⾜ືする、

というのがࢥࢥロ࢚になります。 
⛣ື୰、通勤㏵୰などにᦂれたと思ったと

きは、⛣ືしたほうがよいのかどうかを☜ㄆ

してから⛣ືしてください。⛣ືするときに

は࿘りのᏳを☜ㄆして、࿘りのேにもኌを

かけて一緒に⛣ືし、手ຓけがᚲ要なேがい

たらᨭしてください。もちࢁんご自分のᏳ

もᏲった上で、࿘りにᏊどもや㧗㱋者の方

などがいらしたら、ࡦࡐᨭしていただきた

いと思います。 
また災害のときに、㌴をりᤞてるሙ合は

ロࢵクをしない。ᾘ防㌴やᩆᛴ㌴などの⥭ᛴ

㌴୧の通⾜の㑧㨱になってしまうことがあり

ます。その際に㌴を⛣ືするかもしれないの
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でロࢵクはしまࡏん。また㌴をりᤞてるሙ

合は、ᕥにᐤࡏておくというのがཎ๎です。 
 

 㸸㑊㞴ᡤ⏕ά࢚ࣟࢥࢥ（�）

ここからは自Ꮿから㑊㞴ᡤに⛣ったሙ合の

お話をします。最㏆は自然災害がከいため、

㑊㞴ᡤで生άするྍ⬟性が㧗いです。㑊㞴ᡤ

生άはなかなかീのつかないとこࢁもある

と思いますので、㞟ᅋ生άの୰でఱをどのよ

うに気をけていったらいいのか、女性にど

のようなことが起こりᚓるのか、を㋃まえて

㑊㞴ᡤでのࢥࢥロ࢚についてお話します。 
まࡎ、災害┤後の㑊㞴ᡤはΰしています。

とりあえࡎ㑊㞴ᡤに᮶たというேもከく、⤫

ไをとるまでに時間がかかるሙ合があり、ト

が起こりやすい状況にあって、ΰしࣝࣈࣛ

ています。 
「トリアージは先╔㡰ではない。」トリア

ージというのは手当の⥭ᛴ度にᚑってඃ先㡰

をỴめることですので、先╔㡰ではありま

ん。それとྠじです。㑊㞴ᡤに᪩く฿╔しࡏ

たඖ気なேがよいሙᡤを☜ಖしているという

ようなことがありますが、ᑠさなおᏊさんを

連れている方、あるいはᡃをしているேな

ど、ᅔっているேがඃ先です。 
「㑊㞴ᡤにおᐈᵝはいない。」いࢁいࢁな

年௦のேがいるので、㑊㞴ᡤがᶵ⬟するため

にⓙさんでຓけ合わないとഛはᨵၿされま

 。ん。ⓙさんが༠ຊするᚲ要がありますࡏ
「⎔ቃはまࡎは自分たちでᩚえる。」自分

たちで工ኵをしていくᚲ要があります。リー

プを取っている方が男性のሙ合、おࢵࢩーࢲ

Ꮚさんを連れた女性のことや生理のことなど

気がかないこともあります。その際には自

分たちから話していかなければいけまࡏん。 
「トࣞは┿っ先に⏝ពする。」これは

てのேが⏝するので、トࣞをまࡎは‽ഛ

するということが大ษです。これらが㑊㞴ᡤ

でのࢥࢥロ࢚です。 
㑊㞴ᡤでは、体調Ⰻなどに対して་⒪者

だけではே数が㊊りないሙ合はあります。そ

んなときはこのような⡆༢なトリアージ⾲

㸦ͤ㈨ᩱཧ↷㸧が

あると、ఱかおか

しいというேの発

ぢにᙺ❧ちますし、

またⓙさんの༠ຊ

をᚓやすいと思い

ます。 
 㑊㞴ᡤにධった

ሙ合には、まࡎ

体のே数を大まか

にᢕᥱするという

ことが大ษです。

すࡄにྡ⡙をసᡂ

するというのは㞴

しいので、大ᯟで、

どこにどれࡄらい

のேがいるのかと

いうことをまࡎは

 

できるところからはじめよう！ 避難所運営の知恵袋 ～みんなで助け合える避難所づくりのために～、p.7、
2015、特定非営利活動法人レスキューストックヤード
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ᢕᥱします。そのことに

よって≀㈨や་⒪要ᮃも

ఏえることができます。 
その後、大きな㑊㞴ᡤ

ではධᒃ者マࢵプをసっ

ていきます。そういった

ことを㐍めていく୰でᙺ

を取っていくには、ᬑ

ẁからのࢥミࣗࢣࢽーࢩ

ࣙンがとても大ษになり

ます。しかし、ୡ௦によ

ってࢥミࣗࢣࢽーࣙࢩン

をとりやすい対㇟が␗な

ります。また日㡭から災

害のカ⦎をしていても、

⥭ᛴのときにはうまくい

かないこともከいのです。えば、ඹ通のᙺ

を通じて、▱らないேや␗なるୡ௦のேと

でも༠ാしやすくなると思います。㑊㞴ᡤに

㑊㞴したからࡦとᏳᚰ、というのではなく、

そこに㞟まったேྠኈで༠ຊできるように、

災害のとき自分ができるのはどんなことかを

ᬑẁから考えておくとよいと思います。 
 
㸲．㑊㞴ᡤ⏕άのഛ࠼ 

 
（1）㑊㞴ᡤ⏕ά࡛ண ࡇࡿࢀࡉと 

ここからは㑊㞴ᡤ生άでண されることと、

その対応についてお話します。 
まࡎண される状況としては、年㱋層、性

ู、⫼ᬒなどの␗なるேࠎが一緒の✵間にい

るので、≀理的な要ᅉとしてス࣌ース☜ಖの

問題があります。╔᭰えや授ஙのሙᡤがない

などの問題があります。さらにトࣞの問題

では、男女ඹ᭷でở≀ධれがない、ᒇእで㟁

⌫の᫂かりがない、などの問題もฟてくるで

しࡻう。また㞟ᅋでྠじ✵間にいるため、ᚰ

理的なഃ㠃としてストࣞスがᙉく╀になり

ます。 

では、おいにどんなことをアࣂࢻスで

きるでしࡻうか。えば、ேのいࡧきで╀

れないேには⪥ᰦをΏす、㟁気をᾘすと╀れ

ないேがいるሙ合はኪ間に㟁気をつけておく

ሙᡤを日᭰わりで変える、などということも

できるでしࡻう。また、ストࣞスや╀に対

しては㊊や㌟体をマࢧࢵージしたり、さらに

Ỉ分が手にධったらトࣞを気にࡎࡏにỈ分

ᦤ取するようኌをかけあうこともᚲ要です。 
Ύ₩⥔ᣢも大ษです。㧥はクࢩや手でࢥ࣍

リをとってまとめる、お㢼࿅にධれないので、

㌟体、㢌⓶、እ㝜部もΎᣔするという方ἲが

あります。ධ㝔しているᝈ者さんがධᾎでき

ないとき、体をᣔくだけでも気ᣢちⰋい、と

ゝいます。┳ㆤでもΎᣔは大ษにしているࢣ

アのࡦとつなのです。 
女性特᭷の、また女性にከい状の୰では

まࡎ、生理㡰が起こるྍ⬟性があります。

これがなࡐ起こるのかというと、⬻の視ᗋ下

部というሙᡤはストࣞスを感じやすいのです。

ストࣞスによって、ࣔࣝ࣍ンをฟしてくださ

いという௧ࣔࣝ࣍ンがฟなくなるため、そ

の௧をཷける下ᆶ体からฟるはࡎの /+ と

 

できるところからはじめよう！ 避難所運営の知恵袋 ～みんなで助け合える避難所づくりのために～、
p.8、2015、特定非営利活動法人レスキューストックヤード
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)6+ というࣔࣝ࣍ンが十分に分Ἢされなく

なります。/+ と )6+ が༸ᕢを่⃭するの

ですが、これらが分Ἢされないことで༸ᕢは

่⃭をཷけないので༸しなくなり、月経が

Ṇまる、という࣓࣒ࢬࢽ࢝になっています。

つまり、思い当たることがなければストࣞス

によるものと考えられるので、月経がなくと

も 2㹼3 ࣨ月ࡄらいはᵝᏊをぢれる、という

ことです。 
᭦年期㞀害の状のᙉいேにはまࡎはኌを

かけるとよいでしࡻう。ᵝࠎな㎞い状がฟ

現していることがありますが、ேに話すこと

で状が㍍ῶしていくこともあります。その

ため話をするᶵ会をᣢつこともຠᯝ的です。 
また、⭤⬔⅖やᒀኻ⚗の状ᝏを防ࡄた

めにἥをᡃ៏しない、እ㝜部をきれいにす

る、෭えないようにする、などのことも気を

けていくとよいと思います。 
 

 とࡇࡿࡅࡀにᚰ࠸࠾（2）

女性にண される状況としては、ᖖにࢣア

をするഃになってᨭの対㇟にならないとい

うこともありᚓます。女性はᬑẁからጔだっ

たり、ẕだったり、᎑だったりということか

ら、なんとなく㣗事のಀになったり、ᤲ㝖の

ಀになったりして、自然にከくのᙺをᢸっ

てしまうことがあります。⅕きฟしのᢸ当に

なった方がⓙさんのご㣤をよそっていたら、

最⤊的にご自分の分がなくなったということ

が実際にありました。 
そのこともあり、㑊㞴ᡤ㐠Ⴀには女性のリ

ーࢲーがᚲ要です。リーࢲーの㈨㉁としては、

いࢁいࢁなேを気にかけることができるேが

よいと思います。㑊㞴ᡤにはその地༊のேた

ちだけが᮶るわけではなく、いࢁいࢁなேが

やってきます。たまたま㏆くにいて、അ然そ

の㑊㞴ᡤに㑊㞴した、というேも当然います。

そのሙ合は、⫪㌟の⊃い思いをするሙ合もあ

りますので、そういう方にもኌをかけられる

とか、気を㓄れるという方がよいと思います。 
また女性リーࢲーがいることで、女性のࢽ

ーࢬをᫎした組ࡳをసることができます。

陸前㧗田市で「なっても⿄」を㓄布したとき、

ᒀ₃れのパࢵトがධっていた「しࡷくやく」

の⿄の୰をぢて「うちの㑊㞴ᡤでこれをって

いるேはいない。」とゝった男性リーࢲーの方

がいました。そのため、その㑊㞴ᡤで「なって

も⿄」の㓄布はできまࡏんでした。そのリー

ーにはᝏ気はくなく、༢に女性の状況がࢲ

わからなかっただけだったと思います。しか

し、女性ഃからは「ᒀ₃れパࢵトḧしいで

す。」とはゝいにくいです。ᒀ₃れパࢵトや

生理⏝ナプ࢟ンの要ᮃは、リク࢚スト࢛ࣇー

などをసって、それを㞟めるというのがよ࣒

いと思いますが、そういったことに男性では

気がつかないこともあります。そのため、女

性のࢽーࢬが分かる方が女性リーࢲーとして

㑊㞴ᡤ㐠Ⴀにཧ加することが大ษでしࡻう。 
つまり、ⓙさんのࢽーࢬがᫎされるよう

な組ࡳづくりと、性ูでᙺ分ᢸをỴめな

いということが大事だと思います。先ほども

ゝいましたように、女性はㄡかのୡ話をする

ということがከいのですが、女性もྠじよう

にᨭをཷけられるようᙺ分ᢸをᖹ➼にỴ

めていくことがᚲ要です。 
それからሙの提౪です。時間が経つにつれ

て気ᣢちを話すሙがồめられてきます。これ

はᨭάືをしていて感じたことですが、女

性はとにかくேと話したい、という状況でし

た。ࢽーࢬにしてもல⣽なことにしても、ま

は話がしたいのです。話ができるሙというࡎ

のも大事ですし、話ができる┦手というのも

ᚲ要だと思います。ですから、「ここで話し

ていいですよ。」というሙでもいいですし、

⭎❶などをけて「私に話してください。」

というようなかたちで♧してもよいと思いま

す。そういったことができると、᭦年期㞀害

の状が㍍ῶするというሙ合もあります。 

24　自治研かながわ月報 2019年4月号（No.176）
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（3）ዷ፬ࡸẕᏊの㓄៖ࢆ 

私はຓ⏘ᖌなので、まࡎዷ፬さんへの㓄៖

について、気をけていただきたいことをⓙ

さんにおఏえしたいと思います。 
㑊㞴ᡤにධった女性がዷፎしているྍ⬟性

があったときには、ご自分から࿘りのேやリ

ーࢲーにまࡎはఏえてḧしいです。 
ዷፎしているሙ合は、初期はつわりの状

があるので、気වࡡなくྤができるような

⎔ቃ調ᩚをしていただきたいです。Ỉሙやト

 。が㏆いなどの㓄៖があるとよいですࣞ
後期になると、お⭡が大きくなってくるの

で㊊ඖがぢえなくなってきます。័れない㑊

㞴ᡤはいつもと㐪うሙᡤなので、ẁᕪや㝵ẁ

に気づかなかったりぢえなかったりして㌿ಽ

しやすいため、࿘りが㓄៖するᚲ要がありま

す。またトࣞは、お⭡の大きいዷ፬さんに

とって式は㞴しいので、ὒ式トࣞをඃ先

的にえるようにするという㓄៖もしていた

だきたいです。またࣔࣝ࣍ンࣛࣂンスもあっ

て、ዷ፬さんは緒がかなりᏳᐃになって

います。災害に㐼ってしまうと、さらにᏳ

がᙉくなりますので、ࡦとりにࡎࡏにできる

だけどなたかきῧいの方とご一緒に㑊㞴す

るということがよいと思います。 
ẕᏊはⓙさんごീの通り、ᖹ時であって

もᨭがᚲ要なᏑᅾです。㞟ᅋ生άが㞴しく、

時間のὶれがⓙさんと㐪いますので、できる

だけ᪩く㝸㞳するか、ᑓ⏝のタに⛣ືする

ことが大ษになります。 
授ங୰のẕᏊへのᨭは、ẕᏊのタミン

 。で授ஙができるような㓄៖がᚲ要ですࢢ
ẕஙで授ஙしているሙ合は、そのままẕங

⫱ඣを⥅続できるようにᨭします。ẕஙは

ஙඣを感ᰁからᏲるということもྵめて点

があります。ストࣞスやᰤ㣴の࢝ロリーᦤ取

がపいことなどから、一時的にẕஙの分Ἢが

ከᑡప下することもあるかもしれまࡏんが、

授ஙを⥅続していくことで分Ἢは回してい

きます。ஙᡣは྾われることでẕஙがでてく

るので、㉥ちࡷんに྾われたほうがよいので

す。ですから、授ஙができる⎔ቃをసるとい

うことが大ษなᨭなのです。≀理的なሙᡤ、

さらにはストࣞスがᑡしでも㍍ῶできるよう

な気ᣢちのᨭによって、ẕஙの分Ἢがಁさ

れていきます。さらに、㉥ちࡷんのἥの回

数やඖ気があるかどうか、という点も一緒に

☜ㄆしていただければと思います。 
ὀពしていただきたいのは、ミࣝクが㑊㞴

ᡤにあるからといって、ẕங⫱ඣをしている

ẕᏊに、Ᏻ᫆にミࣝクに変えることを່める

ということはしないでいただきたいのです。

なࡐかというと、ẕங⫱ඣの点をኻってし

まうことにもなりますし、また、㑊㞴ᡤには

ミࣝクだけで⫱っているおᏊさんもいらっし

るので、そのᏊにいくミࣝクがῶってしまࡷ

うということもあります。 
ࠗẕとᏊの⫱ඣᨭࢵࢿト࣡ーク࠘㸦ͤ

ὀ㸸KWWSV���L�KDKDWRNR�QHW�㸧のパンࢵࣞࣇト

には、おẕさんたちへのᨭをどのようにし

たらよいかがㄝ᫂されています。 
ຓ⏘ᖌとしては、ẕᏊにはᬑẁからこんな

。セージがあるといいなと思っていますࢵ࣓

まࡎ、授ஙをどこでもできるということは、

防災にも⧅がります。ᐙだけでなく、እฟ先

でも授ஙができる、࿘りも授ஙに対してᐶᐜ

である、そういった♫会になればよいな、と

思います。それから、ẕᏊが一緒にእฟする

ということもᚲ要です。ᐙの୰にこもらない

で地域のⓙさんとゐれ合うことで、Ꮚどもも

地域のⓙさんと㢦ぢ▱りになり、いࢁんなே

にᢪっこしてもらうことでேに័れていくと

いうこともあります。㑊㞴ᡤでከくのேとྠ

じ✵間で過ごすことになりますので、その⦎

⩦としても、✚ᴟ的にእにฟていただきたい

です。また、እฟするということは、Ꮚ連れ

での㑊㞴の⦎⩦にもなります。できるだけእ

にฟていࢁんな方とゐれ合う、いࢁいࢁなሙ
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ᡤで授ஙをする。その⦎⩦が、ᬑẁからの防

災ព㆑に⧅がるのではないかなと思います。

≀の‽ഛだけではなく、ព㆑の‽ഛにも⧅ࡆ

ていっていただければと思います。 
 

 にࡈ࠸ࡉ

 
ⓙさんは㑊㞴カ⦎をされていると思います

が、そこまで大規模なことでなくても、え

ば、ちࡻっとほࢁ㓉いの状態で㟁㌴にった

ときに地震が起きたらどうする㸽など、ᵝࠎ

な状況でどう対ฎするのか、ということを㢌

の୰でかまいまࡏんので、ࢩミࣗࣞーࣙࢩン

をしておくことが大事だと思います。災害は

☜実にやってくるとゝわれていますが、᫂日

᮶るのか、10 年後に᮶るのかは分かりまࡏ

ん。でも、起こったときにఱをしたらよいの

か、ということを考えておく‽ഛもᚲ要です。

、ンのⰋい点は間㐪ってよいしࣙࢩミࣗࣞーࢩ

さらには⧞り㏉しできることです。⧞り㏉し

ていくと、ẖ回ㄢ題がぢえてきて、今度はこ

うしようというのが、自分の୰でどんどんࣂ

ージࣙンアࢵプしていきます。ᬑẁからࢩミ

ࣗࣞーࣙࢩンをして、どのようにご自分がື

けるのかというのを考えてࡳてください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

本をㄞࡴだけでは 10㸣しか記᠈にṧらな

いのですが、自分が体㦂したり、ேに教えた

りすることでᐃ╔⋡がࢵࢢと上がります。今

日ᚓたሗをᐙ᪘やだちに話したり、ある

いは地域でඹ᭷したりすれば、ఏえられた方

もሗをධ手できますし、ⓙさんの記᠈の୰

にもᐃ╔していくという点があります。大

かりなことでなくてよいので、こんなとき

どうしたらよいのだࢁう、という思考を⧞り

㏉し、いࢁいࢁな方とሗをඹ᭷して、でき

るとこࢁからഛえに取り組んでいただければ

と思います。 
私の被災地でのᨭάືはಶู的な関わり

がከく、お一ேお一ேのࢽーࢬをఛって、そ

れに応えていくというᑠさなάືでした。被

災地のⓙさんは「私たちはこんなに大変な経

㦂をした。だから災害に対して‽ഛをしてく

ださい。」ということを、㌟をもって教えて

くださいました。今日、お話さࡏていただい

たෆᐜは、被災者のⓙさんのኌを௦ᘚさࡏて

いただいたと思っています。㌟をもって教え

てくださった被災者のⓙさんのព῝い࣓ࢵ

セージが、これからのⓙさんの‽ഛに⧅がっ

ていくことを願っています。長い時間おき

合いいただき、ありがとうございました。 
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　新年度が始まった2019年4月1日は次の元号が発表されたことから、新元号にまつわるニュー
スが世の中に溢れかえっていた。典拠となった万葉集への注目度が高まり、日頃聞きなれない
「国書」という言葉も各所で飛び交う。自身が百人一首に熱中した中学時代、古文の表現力に引
き込まれたことを思い起こせば、歴史由来の日本文化の魅力を多様な世代が知り、これを後世
に伝え続けるきっかけとなることは素直に歓迎すべきであろう。
　ただ、このガラパゴス的なツールをめぐる日本中の歓喜の一方、グローバル化が進行する日
本社会の現実に対する目は逸らされているように思えてならない。新元号発表のこの日は、外
国人労働者の受け入れを拡大する改正法が施行され、法務省に入国管理庁が発足した。外国に
ルーツを持つ人々の文化を理解し、共に暮らしていく方策を探っていくことも、新たな時代の
始まりとともにまず私たちが取り組むべきテーマであることを肝に銘じたい。
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（谷本有美子）

巻頭言
　2020年東京オリンピック･パラリンピック、2025年大阪万博と、明るい未来を思わ

せるニュースがある一方で、国民の4分の1が75歳以上となる「2025年問題」が懸念

されている。2025年の推定社会保障費は149兆円、現在の国家予算300兆円のおよそ

半分に当たる。国家予算一般会計100兆円規模の歳入の35%程度を国債等の借金での

埋め合わせという、極めて不安定な綱渡り国家経営が行われている。

　つまり、非生産年齢人口の増加と生産年齢人口の減少、経済の停滞による企業活動

の減退などにより、国家は借金地獄、大半の国民は節約を強いられる生活が恒常化し

ている。この打開一策として登場したのが、国民による協働型地域づくりである。こ

の打開一策は、国家が二進も三進もいかない状況下で、市民同士が健全に安心して暮

らすことができる地域社会を再構築・創生していく行動から生まれた「身の回りから

の地域社会づくり」、つまり市民の実践的な地域社会活動が、国家政策として全国展開

されたものといえる。

　なかでも、「人生100年時代」の到来を見越して、社会保障制度を維持していくため

に「地域共生社会」の実現に向け「制度･分野の『縦割り』や「支え手」「受け手」と

いう関係を超えて、地域住民や地域の多様な主体が『我が事』として参画し、人と人、

人と資源が世代や分野を超えて『丸ごと』つながることで、住民一人ひとりの暮らし

と生きがい、地域をともに創っていく社会」を当面の目標とした改革では、国民の豊

かで幸せな未来の構築のためには、「補完性原則」である自助―互助―共助―公助とい

う支援体制が重要であることを示している。

　まず、求められるのは自助努力で、これに家族、隣人などが手を差し伸べるインフォー

マルな援助の互助で暮らしの維持、問題解決を図る。自助・互助でカバーしきれなかっ

た場合に、地域のシステム化された自治組織が共助として支援する。それでも解決し

ない場合は「政府」が公助として支援することになる。この公助を住民にもっとも身

近な基礎自治体が担うことができるように「近接性の原理」に基づく行政の権限・事

務の移譲が行われている。これらは「予測不可能」であることを未来設定の根拠・基

準としているので、改革の目標、達成すべき数値が曖昧かつ不確定になり、具体的な

手段を示すこともできない事態に陥っている。

　日本では、長きに渡って、目標到達よりも明るい未来を提示する「未来志向の政策

提言」が為されてきたため、政策が抽象的でも国民は受入れ、さらに過剰期待を持って

政策を見ていくという受動的な態度を続けて来たという事実がある。

　この現実を踏まえるならば、地域共生社会を構築するためには、住民が自助・互助

で解決できない状況を支援し、問題解決を図る地域住民組織の共助能力を高め、具体

的な目標のもとに行動をしていくことである。そして、地方行政を運営する自治体職

員及び関係者は、共助の効果を高めるために役立つ公助としての支援行動をすること

が、「予測不可能な時代」に必要だと考える。
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